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４
月
14
日
に
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
市

民
説
明
会
。
市
民
約
１
０
０
人
が
詰

め
か
け
た
会
場
に
は
、
城
下
町
交
流

拠
点
施
設
の
模
型
が
展
示
さ
れ
、
施

設
の
実
施
設
計
を
担
当
す
る
隈
研

吾
建
築
都
市
設
計
事
務
所（
東
京
都
）

や
市
の
担
当
者
が
最
終
段
階
の
案

を
説
明
。
こ
れ
ま
で
延
べ
５
回
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
た
説
明
会
や
、
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
出
さ
れ
た
市
民
の
意

見
を
集
約
し
、
コ
ン
セ
プ
ト
や
設
計

内
容
に
反
映
し
た
案
を
示
し
ま
し

た
。武

家
屋
敷
通

り

に

見

ら

れ

る

長な
が
や
も
ん

屋
門
が
コ
ン
セ
プ
ト
の
歴
史
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
は
、
市
立
歴

史
資
料
館
と
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水

琴
館
に
代
わ
る
施
設
で
延
床
面
積

は
１
１
３
９
・
８
１
平
方
メ
ー
ト
ル
。

当
初
案
の
３
階
建
て
か
ら
平
屋
に

変
更
す
る
と
と
も
に
、
施
設
と
旧
竹

田
荘
・
画
聖
堂
を
つ
な
ぐ
「
南
画
の

ミ
チ
」
に
ア
ー
ト
ト
ラ
ム
と
呼
ば
れ

る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
取
り
入
れ
た
修

正
案
を
提
示
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
高

さ
を
12
メ
ー
ト
ル
に
し
、
周
囲
を
ス

ギ
等
の
自
然
素
材
で
覆
う
な
ど
城

下
町
の
風
景
に
溶
け
込
む
よ
う
配

慮
し
て
い
ま
す
。
施
設
内
に
は
竹ち
く
で
ん田

の
作
品
を
常
設
展
示
す
る
田
能
村

竹
田
美
術
館
や
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

岡
城
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
、
収
蔵

庫
等
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ
（
ま

ち
プ
ラ
）
は
、
中
心
部
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
機
能
を
担
う
施
設

で
、
延
床
面
積
は
３
７
３
・
６
３
平

方
メ
ー
ト
ル
。
町
屋
の
商
家
に
見
ら

れ
る
通と
お

りり

庭に
わ

の
形
式
を
導
入
し
、
城

下
町
に
溶
け
込
み
、
昼
夜
の
に
ぎ
わ

い
を
生
み
出
す
竹
組
み
が
シ
ン
ボ
ル
。

２
階
建
て
の
施
設
に
は
間
仕
切
り
で

き
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
や
収
納
庫
を

備
え
、
併
設
す
る
平
屋
に
は
管
理
事

務
所
に
、
ト
イ
レ
や
授
乳
室
、
バ
ス

の
待
合
所
な
ど
を
設
置
。
ま
た
通
り

に
面
し
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
使
え
る
広

段差なしで旧竹田荘までいける大分県産の竹材を用いた

既存の資料館の高さと同等の

高揚感を高める
竹田荘公園に対する景観に配慮した

水琴館通りに対する

圧迫感を軽減

博物館・旧竹田荘・画聖堂をつなぐ

博物館・竹田荘・画聖堂をつなぐ

大分県産の竹材を用いた

大分県産の骨材を用いた

ガイダンスセンターの賑わいを表出させる

↑ここでは田能村竹田が遺した南画など
を 22点 (最大で 26点 )常設展示できる

↑竹材をふんだんに使った竹田らしいエント
ランス。本町通りと水琴館通りに面する

施設設計、最終段階へ
景観に配慮したエレベーターを設置

2019 年 3 月
完成予定

城
下
町
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け

中
世
の
山
城
を
由
来
と
す
る
岡
城

と
落
ち
着
い
た
風
情
を
見
せ
る
旧
城

下
町
。
竹
田
市
中
心
市
街
地
に
整
備
さ

れ
る
城
下
町
交
流
拠
点
施
設
は
、
蓄
積

さ
れ
て
き
た
歴
史
文
化
の
価
値
と
魅

力
、
そ
し
て
旧
城
下
町
が
持
つ
可
能
性

を
開
花
さ
せ
、
ま
ち
づ
く
り
を
未
来
へ

と
紡
ぐ
施
設
で
す
。

江
戸
時
代
の
文
人
画
家
、
田た

能の

む

ら村

竹ち
く
で
ん田

が
生
ま
れ
育
っ
た
邸
宅
「
旧
竹
田

荘
」
や
竹ち

く
で
ん田

が
遺
し
た
南
画
、
岡
藩
中

川
家
ゆ
か
り
の
史
料
、
そ
し
て
国
指
定

史
跡
岡
城
跡
。
城
下
町
に
は
多
く
の
文

化
・
歴
史
資
産
が
眠
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
価
値
を
市
内
外
に
発
信
す
る
こ
と

で
、
市
民
や
観
光
客
の
出
会
い
を
育
み
、

ま
ち
な
か
に
豊
か
な
交
流
を
生
み
出

す
施
設
と
し
て
、
城
下
町
再
生
の
命
運

を
託
さ
れ
た
施
設
の
姿
が
い
よ
い
よ

決
ま
り
ま
す
。

歴史文化交流センター（仮称）完成図
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広報

５月号

■今月の表紙

「みんな、

　遊びに来てニャー」

■撮影場所　竹田市「ＪＲ豊後竹田駅構内」
■題　　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

ＪＲ豊後竹田駅の名物ネコの
「ニャー」。
昨年9月に竹田観光案内所長
に就任するとインターネット
上で瞬く間に噂が広まり多く
のお客さんが集まるように。
ＪＲと市ではニャーの人気に
あやかろうとニャーを「ねこ
駅長」に任命。
お 昼寝 が 大好 き な ニ ャ ー だ
け ど、「 み ん な 会 い に 来 て
ニャー！」

（７ページに関連記事）

城下町交流拠点施設の施設設計、最終段階へ
全国から注目を集める久住校へ ほか
若手農業経営者の勇気ある挑戦 ほか
地域に活力を呼び込もう
たけたんトピックス
街なかにキラリ☆にぎわいを
＂グランツたけた ” で夢の実現
第７期高齢者福祉計画と介護保険事業計
画を策定 など
竹田うまれ～竹田市が育む作物たち～／
たけたん新電力
たけたんカレンダー
たけたんインフォ
土砂災害への備え／求人情報

「高齢者肺炎球菌予防定期接種の対象者
は次の方です」ほか
休日・夜間の在宅当番医院／市民が主
役！健康一直線
犯罪被害者等支援条例を制定しました／
人権シリーズぬくもり
学び舎／まるごと博物館
図書館に行こう
市長コラム「有由有縁」
新たに９人が竹田へ
郷土の植物／すくすく１歳／誕生おめでとう

第２期竹田市国保データヘルス計画を策

定しました
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人　口　22,211　 人

男　性　10,364　 人

女　性　11,847　 人

世帯数　10,355 世帯
※平成 30 年 4 月 1 日現在の住民基本台帳による

（ 前 月 比 ）

（－ 118 人 ）

（ － 63 人 ）

（ － 55 人 ）

（－ 30 世帯）

人口のうごき

場
を
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
確
保
し

て
い
ま
す
。

参
加
し
た
市
民
か
ら
、
歴
史
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
は
、

「
観
光
客
や
イ
ベ
ン
ト
に
対
応
で

き
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
」

「
田
能
村
竹
田
が
愛
し
た
景
観
を

残
す
た
め
に
、
樹
木
の
伐
採
に
配
慮

を
」

「
旧
竹
田
荘
の
み
の
利
用
で
も
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
使
用
に
制
限
を
設
け

な
い
で
ほ
し
い
」

「
県
立
美
術
館
等
と
の
連
携
を
深

め
、
展
示
内
容
の
充
実
を
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
城
下
町
交

流
プ
ラ
ザ
に
は
、

「
災
害
時
の
住
民
の
避
難
所
と
し

て
の
施
設
機
能
、
備
蓄
倉
庫
の
充
実

を
図
っ
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
要
望
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

施
設
は
２
０
１
９

年
３
月
の
完
成
に
向

け
て
準
備
が
進
め
ら

れ
ま
す
。
旧
城
下
町
の

に
ぎ
わ
い
創
出
に
向

け
た
核
と
な
る
施
設

と
し
て
、
大
き
な
期
待

が
込
め
ら
れ
ま
す
。

問
歴
史
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）
は
竹

田
市
文
化
財
課
☎
63‒

４
８
１
８
へ
、
城
下
町

交
流
プ
ラ
ザ
は
竹
田

市
商
工
観
光
課
☎
63‒

４
８
０
７
へ

↑マルショク本町店側の平屋には管理事務所、
トイレや授乳室、バスの待合所が入る

城下町交流プラザ完成図

↑市民説明会には約100人の市民が参加

↑模型を見ながら担当者の説明を聞く市民ら

↑２階建て部分には会議室や多目的スペースが
あり、コミュニティ活動を行うことができる
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城下町交流拠点施設の施設設計、最終段階へ



４
月
13
日
、
竹
田
市
久
住
町
の
大

分
県
立
三
重
総
合
高
等
学
校
久
住

校
（
中
野
弘
幸
校
長
）
で
、
研
修
施
設

と
学
生
寮
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

関
係
者
約
60
人
が
出
席
。
神
事
で

は
、
工
藤
利
明
県
教
育
長
が
「
研
修

施
設
は
、
農
業
学
科
の
あ
る
県
内
９

校
の
生
徒
が
一
緒
に
学
べ
る
場
と
し

て
期
待
が
高
ま
る
。
ま
た
久
住
校
の

単
独
校
化
、
生
徒
の
全
国
公
募
に
向

け
て
も
検
討
を
重
ね
た
い
」、
首
藤

市
長
は
「
地
元
の
長
年
の
思
い
が
結

実
し
た
。
全
国
に
通
用
す
る
農
業
校

と
し
て
、
農
業
後
継
者
を
育
て
る
基

盤
が
整
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

平
成
30
年
度
中
の
完
成
を
目
指

し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
る
研
修
施

設
と
学
生
寮
。
研
修
施
設
は
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
て
で
、
延
床

面
積
は
約
１
１
７
３
平
方
メ
ー
ト
ル
。

研
修
室
や
食
品
開
発
室
、
食
堂
な
ど

が
整
備
さ
れ
ま
す
。

ま
た
学
生
寮
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
３
階
建
て
で
、
延
床
面
積
は
約

１
３
２
５
平
方
メ
ー
ト
ル
。
全
室
２

人
部
屋
で
41
室
（
男
子
29
室
、
女
子

12
室
）
を
整
備
。
延
べ
82
人
を
収
容

で
き
ま
す
。

研
修
施
設
に
つ
い
て
は
県
が
、

学
生
寮
は
市

が
建
設
費
用

を
負

担
し
ま
す
。
学
生
寮
の
建
設
費
約

３
億
６
８
９
７
万
円
の
う
ち
、
合

併
特
例
債
が
３
億
５
千
万
円
あ
ま

り
、
市
の
一
般
財
源
は
約
５
％
の

１
８
４
７
万
円
で
す
。

久
住
校
の
単
独
校
化
や
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
充
実
な
ど
、
県
教
育
委
員
会

に
対
し
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
き
た

「
久
住
校
を
育
て
る
市
民
の
会
」
の

会
員
で
、
同
校
の
同
窓
会
長
の
山
坂

勇
さ
ん
は
「
久
住
校
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
向
け
夢
が
膨
ら
む
。
同
校
で
学
ん

だ
生
徒
の
移
住
定
住
や
農
業
振
興

を
含
め
た
施
策
に
取
り
組
み
、
竹
田

市
の
農
業
を
担
う
後
継
者
が
増
え

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
し
た
。

全国から注目を集める久住校へ

大
蘇
ダ
ム
の
水
を
利
用
し
た
農

業
と
、
新
規
就
農
者
の
育
成
・
経
営

実
証
を
行
う
「
新
規
就
農
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム 

と
ま
と
学
校
（
小

出
美
紀
夫
理
事
長
）」。
そ
の
「
と
ま

と
学
校
」
の
４
期
生
退
所
式
が
３
月

30
日
、
竹
田
市
荻
支
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

平
成
22
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
と
ま
と
学
校
」
は
、
荻
町
高
練
木
の

45
ア
ー
ル
の
ハ
ウ
ス
を
研
修
施
設
と

し
て
、「
就
農
１
年
目
か
ら
赤
字
を

出
さ
な
い
も
の
づ
く
り
」
と
「
産
地

に
ス
ム
ー
ズ
に
溶
け
込
め
る
ひ
と
づ

く
り
」
を
理
念
に
、
小
出
理
事
長
自

ら
ト
マ
ト
の
栽
培
方
法
を
指
導
。
こ

れ
ま
で
３
期
11
人
の
修
了
生
を
送

り
出
し
て
き
ま
し
た
。

４
期
生
は
平
成
28
年
４
月
に
入

校
。
こ
の
日
、
２
年
間
の
研
修
を
終

え
た
八
木
秀
雄
さ
ん
、
菊
池
純
平
さ

ん
、
重
松
虎
之
介
さ
ん
の
３
人
に
小

出
理
事
長
か
ら
修
了
証
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

修
了
証
を
受
け
取
っ
た
八
木
さ
ん

は
、「
愛
情
を
か
け
て
育
て
た
ト
マ

ト
に
花
が
咲
き
、
実
を
つ
け
た
と
き

の
感
動
を
忘
れ
ず
、
４
月
か
ら
農
業

者
の
一
人
と
し
て
頑
張
り
た
い
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

小
出
理
事
長
は
「
４
期
生
は
10

ア
ー
ル
あ
た
り
の
収
量
が
20
ト
ン
と
、

部
会
平
均
の
２
倍
。
こ
の
実
績
を
忘

れ
ず
に
、
就
農
後
も
す
ば
ら
し
い
農

家
へ
と
成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
と
ま
と
学
校
が
３
月
末
で

終
了
し
、
４
月
か
ら
は
就
農
コ
ー
チ

の
も
と
で
営
農
に
つ
い
て
学
ぶ
「
竹

田
市
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
」
に

移
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
終
了
式
も

併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
県
内
に
20
あ
る
就
農
支
援

施
設
の
先
駆
け
と
な
っ
た
「
と
ま
と

学
校
」。
修
了
生
は
個
別
に
営
農
を

開
始
、
ま
た
農
事
組
合
法
人
を
立
ち

上
げ
、
更
な
る
生
産
性
の
向
上
を
図

る
な
ど
、
ト
マ
ト
生
産
量
の
維
持
・

拡
大
に
向
け
た
一
翼
を
担
っ
て
い
ま

す
。県

内

ト

ッ

プ

の

農
業
産
出
額

２
２
８
億
円（
平
成
27
年
分
）を
誇
る

竹
田
市
が
今
後
も
大
分
県
の
農
業

を
リ
ー
ド
し
て
い
く
た
め
に
、
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
で
の
新
規
就
農
者

の
確
保
・
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

と
ま
と
学
校
が
終
了

新
規
就
農
者
育
成
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

↑工事の安全を祈願して鎌を入れる工藤利明県教育
長（左）と首藤市長 

↑新規就農を目指す４期生３人に期待！（左から）
重松虎之介さん、八木秀雄さん、菊池純平さん

↑とまと学校の修了生と関係者

久住校に新たに建設される研修施設と学生寮のイメージ図
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平
成
29
年
度
活
力
あ
ふ
れ
る
園

芸
産
地
整
備
事
業
を
活
用
し
た
ミ

ニ
ト
マ
ト
栽
培
施
設
が
直
入
町
長
湯

に
完
成
し
、
３
月
26
日
、
現
地
で
落

成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
戦
略
品
目
の
産
地
強

化
と
認
定
農
業
者
の
規
模
拡
大
を

目
的
と
し
た
国
の
事
業
で
、
県
と
合

わ
せ
た
事
業
費
は
約
９
千
９
０
０
万

円
。
昨
年
６
月
に
設
立
さ
れ
た
農
事

組
合
法
人
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ー
（
大
久

保
博
史
代
表
理
事
）
が
、
温
室
の
耐

久
性
ハ
ウ
ス
10
連
棟
約
５
千
平
方

メ
ー
ト
ル
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
を

始
め
ま
す
。

首
藤
市
長
は
「
直
入
地
域
で
は
最

大
の
栽
培
施
設
の
完
成
。
こ
の
勇
気

あ
る
挑
戦
が
実
を
結
ん
で
、
さ
ら
な

る
後
継
者
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

大
久
保
博
史
代
表
理
事
（
39
歳
）

は
「
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
21
（
荻
町
）
の
太

田
修
道
代
表
か
ら
『
施
設
園
芸
は
雇

用
を
生
み
出
し
、
地
域
振
興
に
つ
な

が
る
』
と
助
言
を
い
た
だ
い
た
の
が

き
っ
か
け
。
地
域
の
起
爆
剤
に
な
れ

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

同
法
人
で
は
、
理
事
・
職
員
６
人

と
繁
忙
期
に
雇
用
す
る
臨
時
職
員

約
10
人
で
、
年
間
出
荷
量
38·

４
ト

ン
、
販
売
額
２
千
４
０
０
万
円
を
目

指
し
ま
す
。

直
入
地
域
の
起
爆
剤
に

―

若
手
農
業
経
営
者
の
勇
気
あ
る
挑
戦

↑竹田大使に任命された福満一夫さん（右）

↑関係者で除幕を行い、事務所の開所を祝いました

↑農事組合法人グリーン
スターの大久保博史代
表理事

↑総合社会福祉センター
で行われた表彰式

↑ミニトマト栽培施設の完成を祝う関係者

熊本県阿蘇市と産山村、竹田市の２市１

村と、荻柏原・荻西部・竹田市の３つの土地

改良区で設立された大野川上流地域維持

管理協議会。その事務所が荻町馬場の荻

柏原土地改良区事務所内に設置され、４

月２日、現地で事務所開きが行われました。

２市１村にまたがる農用地2,460ヘク

タールの水不足解消を目的とし、工事が

進められている大蘇ダム。協議会は国と

県の事業で造成された農業用水路等の維

持管理を担うために設立されました。

４人の職員が従事する協議会では、大

蘇ダムの2020年４月からの供用開始に向

け、今後２年間で水利施設の維持管理技

術を習得します。専任職員の後藤大賢さ

んは「水の安定供給が図れるよう操作技

術を学びたい」と力を込めていました。

乾椎茸の品質と生産性、また生産者の経営向上を図
ろうと４月18日、「第10回竹田市乾椎茸品評会」の表彰
式が竹田市総合社会福祉センターで行われました。
「800gの部」に105点、「400gの部」に54点の出品

があり、冬期の低温と少雨で出品数はやや減少しま
したが、乾椎茸の品質向上を目指す生産者の熱意が
感じられました。

主な結果は次のとおりです。（敬称略）

●品評会の部　最優秀賞
800ｇの部

【天白冬菇】後藤　英二（竹田１）
【茶花冬菇】堀　　恭博（竹田１）
【上 冬 菇】大塚　信一（直入）
【香 　 菇】後藤　英二（竹田１）
【香 　 信】吉田　涼子（竹田３）
400ｇの部

【冬 　 菇】堀　　恭博（竹田１）
【香 　 菇】大塚シゲ子（直入）
【香 　 信】工藤　厚己（直入） 
●団体の部　第１位　竹田３分会
●ほだ場コンクールの部　最優秀賞　岩下拓司（直入）

大野川上流地域維持管理協議会事務所が開設

大蘇ダムの水の安定供給に向けて

乾椎茸の品質向上を目指して

交流の懸け橋に

竹
田
市
の
情
報
発
信
や
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
協
力
し
て
も
ら
う
「
竹
田

大
使
」
に
、
み
ず
ほ
銀
行
渋
谷
支
店
長

兼
渋
谷
第
一
部
長
の
福
満
一
夫
さ
ん

が
就
任
し
、
４
月
６
日
、
市
役
所
本
庁

舎
で
任
命
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

福
満
さ
ん
は
平
成
27
年
４
月
に

大
分
支
店
長
に
着
任
。
市
が
取
り
組

む
農
村
回
帰
等
の
独
自
施
策
に
共

感
さ
れ
、
ま
た
岡
城
桜
ま
つ
り
の
甲

冑
武
者
行
列
に
３
年
連
続
で
参
加

さ
れ
る
な
ど
、
竹
田
に
深
い
愛
着
を

感
じ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

４
月
よ
り
渋
谷
支
店
長
兼
渋
谷

第
一
部
長
へ
の
異
動
が
決
ま
り
、
東

京
を
始
め
と
す
る
首
都
圏
で
の
本

市
の
観
光
宣
伝
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
こ
と
か
ら
、
今
回
竹
田
大
使

へ
の
任
命
が
決
ま
り
ま
し
た
。

式
で
は
首
藤
市
長
が
任
命
証
を

授
与
。
福
満
さ
ん
は
「
竹
田
の
底
知

れ
ぬ
自
然
の
深
さ
や
人
の
温
か
さ
。

私
自
身
が
竹
田
に
惚
れ
た
よ
う
に
、

竹
田
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
発
信

し
、
人
や
文
化
の
交
流
の
懸
け
橋
に

な
れ
れ
ば
」
と
意
気
込
み
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。
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若手農業経営者の勇気ある挑戦 ほか



市
民
提
案
型
地
域
活
力
創
造
事
業
活
動
報
告
会

地
域
に
活
力
を
呼
び
込
も
う

自
分
た
ち
の
力
で
、
地
域
の
課
題

や
悩
み
を
解
決
し
、
地
域
に
活
力
を

生
み
出
そ
う
と
活
動
に
取
り
組
む

団
体
を
応
援
す
る
「
市
民
提
案
型
地

域
活
力
創
造
事
業
」。

平
成
29
年
度
の
採
択
を
受
け
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
未
来

計
画
（
猪
野
一
男
代
表
）、
久
住
町
の

丸
山
自
治
会
（
足
立
久
明
代
表
）、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
し
だ
れ
の
里

を
創
る
会（
安
部
博
進
代
表
）の
３
団

体
の
活
動
報
告
会
が
３
月
28
日
、
竹

田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

団
体
の
代
表
者
は
事
業
に
よ
る
取

り
組
み
の
成
果
を
、
会
場
に
集
ま
っ

た
市
民
な
ど
約
50
人
に
発
表
し
ま

し
た
。

ま
た
、
地
域
振
興
や
地
域
の
活
力

維
持
、
伝
統
文
化
を
守
る
た
め
に
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体
を
補
助
す
る

「
元
気
づ
く
り
支
援
事
業
」
に
、
29
年

度
認
定
さ
れ
、
陽
目
の
里
や
白
水
の

滝
周
辺
の
環
境
整
備
や
清
掃
活
動

に
取
り
組
ん
だ
「
陽
目
の
里
環
境
を

守
る
会
」
と
、
田
植
え
前
の
泥
田
で

自
転
車
レ
ー
ス
や
綱
引
き
な
ど
の

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
「
荻
町

を
熱
く
す
る
！
恵
友

会
VS
西
友
会
」
の
事

業
報
告
も
併
せ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

新
た
な
事
業
提
案
を
募
集
し
ま
す

  

市
民
提
案
型
地
域
活
力
創
造
事
業

■
対
象
と
な
る
団
体

①
構
成
員
が
５
人
以
上
で
、
構
成
員

の
過
半
数
が
市
内
に
在
住　

②
公
益
的
な
活
動
を
行
い
、
ま
た
は

行
お
う
と
し
て
い
る　

③
継
続
的
な
活
動
が
期
待
で
き
る

■
対
象
と
す
る
事
業

①
地
域
の
貢
献
を
目
的
と
し
た
事
業

②
人
々
の
交
流
が
生
ま
れ
、
市
民
の

一
体
感
が
醸
成
さ
れ
る
事
業

③
地
域
資
源
の
発
掘
や
地
域
ブ
ラ
ン

ド
の
創
造
に
つ
な
が
る
事
業

④
将
来
に
渡
り
地
域
に
活
力
が
生
ま

れ
、
利
益
を
も
た
ら
す
事
業

■
補
助
率
及
び
金
額

補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
10
以
内

で
限
度
額
は
１
０
０
万
円
。
※
審
査
に

よ
り
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
事
業
期
間

補
助
金
交
付
決
定
通
知
の
日
か
ら

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

■
申
込
期
限　

６
月
15
日
㈮

■
提
出
書
類

①
提
案
書　

②
事
業
説
明
書

③
収
支
予
算
書　

④
会
員
名
簿 

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
補
助
対
象
経
費
な
ど
の
詳
細
は
、
竹
田
市
企
画
情
報
課
、
各

支
所
地
域
振
興
課
、
各
分
館
に
設
置
さ
れ
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
着
情
報
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
・
▪提
　

竹
田
市
企
画
情
報
課
Ｔ
Ｏ
Ｐ
戦
略
推
進
室　

☎
63-

４
８
０
１

及
び
各
支
所
地
域
振
興
課

  

竹
田
市
元
気
づ
く
り
支
援
事
業

自
治
会

や

公
共
的

な

活
動

を

行
っ
て
い
る
団
体
等
を
対
象
に
、
次

に
挙
げ
る
活
動
等
に
対
し
、
原
則
的

に
活
動
費
の
半
額
ま
で
を
補
助
し

ま
す
。

⑴
地
域
振
興
や
観
光
Ｐ
Ｒ
等
の
た

め
の
イ
ベ
ン
ト

⑵
地
域
に
よ
る
地
域
の
た
め
の
活

動
及
び
そ
れ
に
資
す
る
事
業

⑶
地
域
の
伝
統
文
化
を
守
る
た
め

の
事
業

⑷
地
域
の
安
心
・
安
全
に
資
す
る

事
業

⑸
そ
の
他
、
地
域
の
活
力
維
持
や

活
性
化
に
資
す
る
事
業

■
事
業
期
間

　

補
助
金
交
付
決
定
通
知
の
日
か

ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

■
申
込
期
限　

６
月
15
日
㈮

■
提
出
書
類

①
交
付
申
請
書　

②
事
業
計
画
書

③
収
支
予
算
書　

④
補
助
事
業
施

行
後
の
効
果
説
明
書　

⑤
納
税
に

関
す
る
書
類　

⑥
誓
約
書

↑昨年10月にオープンした竹田キリシタン資料館やミ
ステリアス竹田キリシタンツアーの開催により集客
効果が上がった。資料館来館者は月に460人（うち８割
が県外から）、外国人は月に約40人が来館。

〔NPO 法人竹田キリシタン未来計画〕

↑長湯温泉に日本一のしだれ桜公園を造るため、しだれ
桜の支柱を整備。平成22年から植栽したしだれ桜は約
300本。他の種類も合わせると６種類約2000本の桜が
咲き誇る公園に。

〔特定非営利活動法人しだれの里を創る会〕

→
丸山自治会の住民が整備した森林クロスカントリーコー
スに、新たに休憩所と100メートルごとの距離表示板を
設置。ランナーやウォーキングの利用者が快適にコース
を使用できるよう環境を整えた。　　　　  〔丸山自治会〕
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約
１
５
０
０
本
の
桜
が
見
頃
を

迎
え
た
岡
城
跡
や
竹
田
城
下
町
を

舞
台
に
４
月
１
日
、「
第
70
回
岡
城

桜
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
勢
約
１
０
０
人
が
参
加
し
た

「
大
名
行
列
」
は
古
い
町
並
み
の
残

る
城
下
町
を
練
り
歩
き
、「
甲
冑
武

者
行
列
」
は
約
70
人
が
甲
冑
な
ど
に

身
を
包
み
、
勝
ど
き
を
上
げ
な
が
ら

勇
壮
に
立
ち
回
っ
て
い
ま
し
た
。

海
外
か
ら
旅
行
で
竹
田
を
訪
れ

た
７
人
も
行
列
に
参
加
。
マ
リ
ア
・

エ
レ
ー
ナ
さ
ん
（
ス
ペ
イ
ン
）
は
「
日

本
の
歴
史
を
感
じ
る
特
別
な
体
験

を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
」
と
笑
顔
。

福
岡
県
か
ら
観
光
で
訪
れ
た
家

族
4
人
は
「
史
実
に
基
づ
き
再
現
さ

れ
た
大
名
行
列
が
強
く
印
象
に
残
っ

た
。
岡
城
の
石
垣
に
桜
の
花
が
舞
う

中
で
の
行
列
は
感
動
的
だ
っ
た
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

↑菜の花や桜など春の訪れを感じながらコースを歩
く参加者

↑桜が見頃を迎えた中での大名行列（岡城跡）

↑地元の人が来場者に鶏めしや
団子汁でおもてなし

↑山下慎一駅長とねこ駅
長に就任した「ニャー」

↑大窪さん（写真左）と頭巾をかぶっ
た児童たち

九州各地の里山を歩き、地域の自然

や生活を体験する2018春「九州オル

レフェア」。３月25日、奥豊後コース

を歩く「春ルンルン桜オルレ」が開催

されました。

県内外から約180人が参加。ＪＲ朝

地駅をスタートした参加者は、用作公

園や普光寺、岡城跡などの史跡を巡り、

竹田温泉花水月をフィニッシュとす

る約12キロのコースを歩きました。

コース上では豚汁やカボスジュー

スが振る舞われ、普光寺ではミニコン

サートが行われるなど参加者を楽し

ませていました。長崎県から参加され

た方は、「奥豊後コースを初めて歩い

たが、まさに日本の原風景。鳥の声、

川のせせらぎ…風景から音が感じら

れ感動した」と笑顔を見せていました。

約10年前 か ら ＪＲ豊後竹田駅
に居ついている雌のキジトラ猫

「ニャー」。年齢不詳のニャーはその
愛くるしい様子から人気が広がり、
多くの観光客が訪れるようになり
ました。

ＪＲ九州と竹田市では、大人気の
ニャーを「豊後竹田駅ねこ駅長」に
任命し、お客さんのお出迎えと観光ＰＲをお願いしようと、
４月８日、駅構内で任命式を行いました。

首藤市長からニャーに、「豊後竹田駅ねこ駅長」の肩書
が入ったタスキ、帽子を贈呈。豊後竹田駅の山下慎一駅長
は「自由気ままなニャーだが、駅を訪れた人を笑顔に、そ
して憩いの場にしてくれたら。ニャーと
竹田を盛り上げたい」とあいさつ。

ニャーの勤務条件は「やる気になった
とき」。キャットフードを報酬に、これか
らも可愛らしい表情で皆さんを出迎え
ます！

「
第
６
回
宮
城
の
里
し
だ
れ
桜
祭

り
」
が
３
月
31
日
と
４
月
１
日
、
宮

城
分
館
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
訪
れ
た
見
物
客
は

桜
を
愛
で
な
が
ら
、
鶏
め
し
や
団
子

汁
な
ど
に
舌
鼓
。
国
東
市
か
ら
８
人

で
訪
れ
た
グ
ル
ー
プ
は
「
美
し
い
し

だ
れ
桜
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
感

動
し
た
。
地
域
の
盛
り
上
が
り
を
感

じ
る
こ
の
祭
り
に
来
年
も
来
た
い
」

と
満
足
し
た
様
子
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

３
月
26
日
、
都
野
小
学
校
で
防
災

頭
巾
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

児
童
に
頭
巾
を
贈
っ
た
の
は
久
住

町
石
原
の
大
窪
敦
子
さ
ん
（
79
歳
）。

「
母
校
の
都
野
小
の
児
童
た
ち
に
、
自

分
が
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
」
と
思
い
、

農
作
業
の
合
間
に
製
作
を
始
め
た
そ

う
で
す
。

使
わ
な
く
な
っ
た
着
物
に
綿
を
詰

め
、
35
枚
の
頭
巾
を
縫
っ
た
大
窪
さ

ん
は
「
戦
時
中
は
必
需
品
だ
っ
た
頭

巾
。
現
在
は
平
和
な
世
の
中
に
な
っ

た
が
、
地
震
や
大
雨
に
よ
る
災
害
は

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。

も
し
災
害
が
発
生
し
て
も
こ
の
頭
巾

を
か
ぶ
り
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
こ
と
を
心
掛
け
て
」
と
あ
い
さ
つ
。

児
童
を
代
表
し
て
木
村
蒼
さ
ん
が
「
こ

の
防
災
頭
巾
で
自
分
の
命
を
守
り
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

同
校
で
は
避
難
訓
練
等
で
着
用
し
、

災
害
へ
の
備
え
に
す
る
そ
う
で
す
。

満開の桜の下

現代に蘇った歴史絵巻

「会いに来てニャー」

し
だ
れ
桜
を
愛
で
な
が
ら

命
を
守
る
防
災
頭
巾

春ルンルン♪笑顔満開
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◆
募
集
要
項

１
．
対
象
事
業

①
街
中
事
業

10
月
６
日
㈯
～
11
月
25
日
㈰
の

間
で
実
施
さ
れ
る
事
業
の
う
ち
、
竹

田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
「
グ
ラ
ン
ツ

た
け
た
」
や
市
内
公
共
施
設
、
商
店

街
等
の
に
ぎ
わ
い
や
市
民
の
交
流
の

場
の
創
出
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
等

で
継
続
性
が
期
待
さ
れ
る
事
業

例
え
ば
、
飲
食
店
等
に
お
い
て
開

催
す
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
セ
ミ

ナ
ー
／
公
民
館
や
空
き
店
舗
等
に

お
い
て
開
催
す
る
映
画
上
映
会
／

空
き
店
舗
等
で
の
ア
ー
ト
作
品
の

展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
／

国
民
文
化
祭
や
「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
事
業
と
の
連

携
企
画
な
ど

②
グ
ラ
ン
ツ
マ
ル
シ
ェ
事
業

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
「
グ
ラ

ン
ツ
た
け
た
」
が
開
館
す
る
10
月
７

日
㈯
を
含
む
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
、
屋

外
ス
ペ
ー
ス
に
設
け
た
市
民
や
来
場

者
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
、
調

理
済
の
軽
食
や
飲
料
を
販
売
す
る

飲
食
ブ
ー
ス
の
企
画
、
運
営
を
行
う

事
業

２
．
申
請
条
件

⑴
竹
田
市
在
住
も
し
く
は
在
勤
者

で
、
自
ら
事
業
主
体
と
な
り
、
計

画
的
に
責
任
を
持
っ
て
事
業
を
実

施
す
る
個
人
ま
た
は
団
体

⑵
竹
田
市
及
び
竹
田
市
実
行
委
員
会

と
の
連
絡
・
調
整
、
情
報
共
有
等

が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
「
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
市
民
部
会
」
に
参
画

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
条
件
と
し

ま
す
。

⑶
①
街
中
事
業
と
②
グ
ラ
ン
ツ
マ
ル

シ
ェ
事
業
の
両
事
業
を
実
施
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
飲
食
ブ
ー
ス
は
、
調
理
を
済
ま
せ

た
軽
食
を
販
売
す
る
の
み
で
、
現
地

で
の
調
理
は
で
き
ま
せ
ん
。
販
売
す

る
食
品
の
製
造
場
所
に
お
い
て
、
食

品
営
業
許
可
の
申
請
手
続
き
は
出

店
者
ご
自
身
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
た
だ
し
、
現
地
で
の
調
理
可
能

な
設
備
を
準
備
し
、
現
地
で
の
食
品

営
業
許
可
を
取
得
で
き
る
方
は
こ
の

限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３
．
助
成
対
象
と
な
る
経
費

上
限
10
万
円

・
謝
金
（
外
部
講
師
、
出
演
者
等
へ

の
謝
礼
）

・
旅
費
（
外
部
講
師
、
出
演
者
等
の

旅
費
）

・
印
刷
費
、
広
告
宣
伝
費
（
資
料
、

チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
印
刷
、

看
板
、
横
断
幕
な
ど
の
制
作
）

・
使
用
料
、
賃
借
料
（
会
場
使
用
料

や
冷
暖
房
費
、
マ
イ
ク
等
の
備
品

を
含
む
付
帯
設
備
使
用
料
、
器
具

や
楽
器
、
衣
装
等
の
賃
料
、
著
作

権
使
用
料
、
作
品
借
上
料
）

・
設
営
費
、
舞
台
費
（
会
場
設
営
費
、

撤
去
費
、
照
明
費
、
音
響
費
、
大
・

小
道
具
費
、
衣
装
費
、
調
律
手
数

料
）

・
そ
の
他
の
経
費
（
竹
田
市
実
行
委

員
会
会
長
が
必
要
と
認
め
る
経

費
）

※
飲
食
ブ
ー
ス
、
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子

等
の
備
品
は
実
行
委
員
会
で
準
備

し
ま
す
。

４
．
応
募
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

募
集
締
切　

６
月
15
日
㈮

選
考
結
果
通
知　

６
月
29
日
㈮

現
地
説
明
会　

７
月
初
旬
（
竹
田
市

総
合
文
化
ホ
ー
ル
内
）

※
必
要
に
応
じ
て
、
打
ち
合
わ
せ
を

行
い
ま
す
の
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

５
．
応
募
方
法

⑴
所
定
の
申
請
書
を
文
化
政
策
課
に

お
持
ち
い
た
だ
く
か
郵
送
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ

⑵
所
定
の
申
請
書
を
竹
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

文
化
政
策
課
に
メ
ー
ル
で
送
信

⑶
文
化
政
策
課
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

に
申
請
希
望
の
旨
を
メ
ー
ル
送

信
。
申
請
書
を
メ
ー
ル
で
お
送
り

し
ま
す
。

６
．
応
募
先
及
び
お
問
合
せ

住
所　

〒
８
７
８-

８
５
５
５

竹
田
市
大
字
会
々
１
６
５
０
番
地

第
33
回
国
民
文
化
祭
、
第
18
回
全
国

障
害
者
芸
術
・
文
化
祭　

竹
田
市
実

行
委
員
会
事
務
局
（
竹
田
市
文
化
政

策
課
内
）

☎
０
９
７
４-

63-

４
８
３
７
／

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
４-

63-

０
９
９
５

e-M
ail

b
u

n
k

a
@

c
ity

.ta
k

e
ta

.lg
.jp

７
．
注
意
事
項

文
化
政
策
課
は
６
月
初
旬
、
竹
田

市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
に
移
る
予
定
で

す
。
６
月
以
降
に
郵
送
も
し
く
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
申
請
書
を
提
出
さ
れ
る
方

は
、
電
話
も
し
く
は
メ
ー
ル
に
て
提

出
先
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

第33回国民文化祭・おおいた2018

第18回全国障害者芸術・文化祭おおいた大会

街
ま ち な か

中にキラリ☆
　　　  にぎわいを

 関連企画  

10月６日から11月25日にかけて、大分県内で第33

回国民文化祭・おおいた2018、第18回全国障害者芸

術・文化祭おおいた大会が開催されます。時を同じ

くして竹田市では、10月７日に竹田市総合文化ホー

ル「グランツたけた」がオープン！

国民文化祭を一過性ではなく、後年度へと続く「ま

ちづくり」「ひとづくり」「地域づくり」へとつなげ、世

代や地域、活動分野等を超えた交流や市民の皆さま

による新しい活動の芽を育むために、「街中キラリに

ぎわいづくりプロジェクト」の事業提案を募集します。

オープンに向け建設が進む竹田市総合文化ホール

広報たけた平成 30 年 5 月号 8

街中にキラリ☆にぎわいを



■
„
市
民
企
画
〝
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
は

「
仲
間
と
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
の
舞
台

に
立
ち
た
い
」「
自
分
が
感
動
し
た
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
竹
田
に
呼
ん
で
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
た
い
！
」「
グ
ラ
ン
ツ
た

け
た
で
今
、
こ
の
企
画
を
実
現
し
た

い
！
」
そ
ん
な
ア
ナ
タ
の
夢
の
実
現

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

市
民
の
発
案
や
企
画
に
よ
る
事
業

を
公
募
し
、
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー

ル
「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」
の
自
主
事
業

（
共
催
事
業
）
と
し
て
取
り
上
げ
、
サ

ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。

※
主
催
は
企
画
提
案
者
と
竹
田
市
総

合
文
化
ホ
ー
ル
の
二
者
共
催

※
原
則
と
し
て
財
政
責
任
は
企
画
提

案
者

■
支
援
内
容

①
施
設
使
用
料
及
び
附
属
設
備
使
用

料
の
免
除

※
公
演
日
を
含
む
連
続
２
日
間
ま
で

（
２
日
間
公
演
の
場
合
は
３
日
間
ま
で
）

②
会
館
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
公
演
準
備

か
ら
当
日
ま
で
の
ア
ド
バ
イ
ス

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」
で
は
、
市
民
が
積
極
的
に
参
加

す
る
ホ
ー
ル
運
営
を
目
指
し
、
市
民
の
事
業
企
画
を
公
募
す
る
「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た

“
市
民
企
画
”
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
め
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
市
民
に
よ
る
舞
台
公
演
の
企
画
実
現
を
応
援
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
多
様
な
舞
台
公
演
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

③
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
広
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
公
演
情
報
を
掲
載

④
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
主
催
の
公
演
の

際
に
、
チ
ラ
シ
の
折
り
込
み
可
能

■
対
象
ジ
ャ
ン
ル

音
楽
、
演
劇
、
舞
踊
、
伝
統
芸
能
な

ど
の
舞
台
芸
術
一
般

■
対
象
事
業
の
可
否

対
象
と
な
る
事
業

①
原
則
と
し
て
新
規
に
企
画
さ
れ
る

事
業

※
計
画
性
が
あ
り
、
継
続
が
必
要
と

認
め
ら
れ
た
事
業
に
つ
い
て
は
最
長

３
年
の
支
援
が
可
能
で
す
。

②
地
域
に
お
け
る
芸
術
文
化
振
興
の

発
展
に
貢
献
・
寄
与
が
期
待
で
き

る
事
業

③
公
演
対
象
が
広
く
市
民
に
開
か
れ

て
い
る
事
業

④
多
く
の
市
民
の
参
加
、
来
場
が
見

込
め
る
事
業

対
象
と
な
ら
な
い
事
業

①
特
定
の
政
党
や
宗
教
に
関
す
る
事

業
②
営
利
を
目
的
と
し
た
商
業
的
色
彩

の
濃
い
事
業

③
学
校
行
事
や
音
楽
教
室
、
部
活
動
、

文
化
団
体
等
の
発
表
会
に
類
す
る

事
業

④
こ
れ
ま
で
に
継
続
的
に
行
わ
れ
て

き
た
事
業

⑤
特
定
の
団
体
に
よ
る
特
定
の
会
員

の
み
を
対
象
と
し
た
事
業

⑥
個
人
が
自
分
の
た
め
に
実
施
す
る

事
業

■
事
業
企
画
提
案

企
画
提
案
者
は
、
所
定
の
用
紙（
企

画
書
、
予
算
書
）
に
記
入
の
う
え
、
竹

田
市
文
化
政
策
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
公
募
期
間
は
8
月
31
日
ま
で

※
30
年
度
事
業
の
実
施
は
、
12
月
～

31
年
3
月

※
事
業
の
実
施
場
所
は
、
原
則
と
し

て
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
「
グ
ラ

ン
ツ
た
け
た
」

■
事
業
の
審
査
・
選
定

企
画
提
案
さ
れ
た
事
業
は
、
文
化
政

策
課
で
審
査
し
、
採
択
事
業
を
決
定

※
事
業
内
容
に
よ
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
事
業
の
終
了
後

事
業
終
了
後
、
２
か
月
以
内
に
報

告
書
、
決
算
書
を
提
出

■
お
問
合
せ
・
お
申
込
み

竹
田
市
文
化
政
策
課　

☎
０
９
７
４-

63-

４
８
３
７

”

グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
“

で
夢
の
実
現

今
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
竹

田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
「
グ
ラ
ン
ツ

た
け
た
」
の
開
館
に
向
け
た
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
グ
ラ
ン
ツ
出
前
コ

ン
サ
ー
ト
「
音
楽
の
都
・
ウ
ィ
ー
ン

か
ら
の
贈
り
物
～
も
っ
と
気
軽
に
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
～
」
が
３
月
28
日

と
29
日
、
竹
田
小
学
校
・
荻
保
育
園
・

久
住
高
原
南
山
荘
・
な
お
い
り
こ
ど

も
園
の
４
つ
の
会
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。荻

保
育
園
に
は
園
児
83
人
に
市

民
ら
合
わ
せ
て
約
１
２
０
人
が
来

場
。
大
分
県
出
身
で
ウ
ィ
ー
ン
を
中

心
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
演
奏
活
動

を
行
っ
て
い
る
チ
ェ
リ
ス
ト
の
宇
野

健
太
さ
ん
と
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
松

本
さ
く
ら
さ
ん
（
長
崎
県
出
身
）、
ピ

ア
ノ
の
古
賀
美
代
子
さ
ん
（
大
分
県

出
身
）の
若
手
演
奏
家
３
人
が
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
ト
ル
コ
行
進
曲
な
ど
誰

も
が
聴
き
な
じ
み
の
あ
る
５
曲
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
３
人
の
園
児
が
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
演
奏
を
体
験
。
楽
器
を
手
に
持

ち
、
あ
ご
と
肩
に
当
て
て
支
え
る
と
、

弓
を
動
か
し
音
を
奏
で
ま
し
た
。
最

後
に
、
子
ど
も
に
人
気
の
ア
ニ
メ
ソ

ン
グ
が
演
奏
さ
れ
る
と
、
園
児
た
ち

は
大
は
し
ゃ
ぎ
。
チ
ェ
ロ
や
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏
に
合
わ
せ

て
一
緒
に
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

「
小
さ
い
と
き
に
生
の
音
楽
を
聴

く
こ
と
が
大
切
。
演
奏
を
間
近
で
見

た
り
楽
器
に
触
れ
た
り
し
て
、
子
ど

も
た
ち
に
音
楽
を
も
っ
と
近
く
に

感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
宇
野
さ
ん
。

市
で
は
「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」
開

館
に
向
け
、
芸
術
文
化
に
触
れ
る
多

彩
な
催
し
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

生の音楽、ホンモノの演奏に触れて

↑ヴァイオリンを手に持ち、音を奏でる園児

↑若手演奏家３人の生演奏を聴く園児ら

9 2018 年 5 月発行

〝グランツたけた”で夢の実現



0%

20%

40%

60%

0

1

2

3

総人口 高齢化率

前期高齢者割合 後期高齢者割合

（万人）

 

0%

10%

20%19.1%19.1%

17.8%17.8%

43.0%43.0% 43.9%43.9% 44.5%44.5% 45.1%45.1% 45.7%45.7% 46.2%46.2%
47.8%47.8%

30.6%30.6%

21.7%21.7%

2,0302,030

17.2%17.2%

17.1%17.1%

16.6%16.6%

16.2%16.2%

15.3%15.3%

1,6061,606

26.3%26.3%

16.7%16.7%

23,40023,400 22,91822,918 22,53022,530 22,12022,120 21,70921,709 21,29721,297 19,287

17.3%17.3% 17.7%17.7% 18.0%18.0% 18.3%18.3% 18.7%18.7%

26.6%26.6% 26.9%26.9% 27.1%27.1% 27.3%27.3% 27.5%27.5%

1,7251,725

1,6311,631

1,5221,522

1,938 1,905

2,025 2,055 2,076 2,097 2,119 2,121

1,913 1,928 1,957

1,5871,5871,6161,616

1,300

1,400

1,500

1,600

1,700

1,800

200
5年

201
0年

201
5年

201
5年

201
6年

201
5年

201
6年

201
7年

201
8年

201
9年

202
0年

202
5年

20
16
年

20
17
年

20
18
年

20
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20%
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

中重度（要介護2～要介護5）

軽度（要支援1～要介護1）

要介護認定率

（人）

 

18%

20%

22%

24%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

認知症高齢者数（男）

認知症高齢者数（女）

歳以上に占める割合（％）

（人）

竹田市の高齢者を取り巻く状況

介護認定者の推計 認知症高齢者の推計

世帯の状況 人口構造と高齢者の推計

第7期高齢者福祉計画と介護保険事業計画を策定第7期高齢者福祉計画と介護保険事業計画を策定

竹
田
市
で
は
団
塊
の
世
代
が
75

歳
を
迎

え
る
２
０
２
５
年
に
は
、
高
齢
化
率
が
47
・

８
％
と
な
り
、
ほ
ぼ
２
人
に
１
人
が
高
齢

者
と
な
る
状
況
で
、
特
に
75

歳
以
上
の
後

期
高
齢
者
の
割
合
が
増
加
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
単
身
世
帯
、
高
齢
者
世
帯
の
割
合

や
認
知
症
を
有
す
る
高
齢
者
も
増
加
傾
向

に
あ
り
、
増
大
す
る
介
護
・
医
療
の
ニ
ー
ズ

や
、
そ
の
支
援
者
と
な
る
人
材
の
確
保
な

ど
に
取
り
組
む
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で

す
。竹

田
市
の
第
７
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
30

年
度
〜
32

年
度
）
で
は
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
と

な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
を
さ
ら

に
深
化
、
拡
充
し
ま
す
。
そ
し
て
高
齢
者
の

み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
市
民
や
関
係
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
「
我
が
こ
と
」

と
捉
え
、
関
わ
り
、
支
え
あ
い
、「
丸
ご
と
」
受

け
と
め
る
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目

指
し
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
示
し
て
い

ま
す
。

21.0%21.0%
19.1%19.1% 18.8%18.8% 18.9%18.9% 19.2%19.2%

20.1%20.1%
20.4%20.4%

20.8%20.8%
21.2%21.2%

21.5%21.5%

19.5%19.5%

2,133

1,0161,016 1,0471,047 1,0121,012 1,0011,001 1,0101,010
1,0451,045

573573

1,4521,452 1,4711,471 1,4901,490 1,5081,508 1,5271,527

584584 586586 589589 592592

922922 858858 901901 927927 9479471,0881,088

1,0651,065

965965

23.0%23.0%

583583

1,5381,538

安
ら
ぎ
と
安
心
に
満
ち
た

支
え
あ
い
の
暮
ら
し
づ
く
り
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介護保険は皆さんの保険料で支えられています

介護保険は皆さんの保険料で支えられています。40歳

から64歳まで医療保険料（税）に含まれていた介護保険料

は、65歳になると支払い方法が変わります。

65歳以上の保険料は介護サービス費用がまかなえるよ

う算出された「基準額」を基に決まります。基準は3年に1

度見直されます。

介護保険料は介護保険料は に据え置きました！に据え置きました！5,500円5,500円
第７期における第1号被保険者

（65歳以上の高齢者）の介護保険料基準額

保険料額の県内比較

第１号被保険者の所得段階別保険料

保険料収納必要額 ※第7期中（3年間の累積額）

予定保険料収納率

所得段階別加入割合補正後第1号被保険者数

年額保険料

月額保険料

市町村名

姫島村

臼杵市

豊後高田市

佐伯市

国東市

竹田市

日田市

宇佐市

日出町

中津市

別府市

玖珠町

津久見市

九重町

大分市

杵築市

豊後大野市

由布市

県平均

4,750

4,760

5,270

5,300

5,300

5,500

5,542

5,650

5,699

5,700

5,944

5,950

5,980

5,980

5,994

6,180

6,250

6,485

5,790

450

▲20

170

0

550

0

524

460

0

700

205

0

▲18

50

0

680

0

495

191

10.5%

▲0.4%

3.3%

0.0%

11.6%

0.0%

10.4%

8.9%

0.0%

14.0%

3.6%

0.0%

▲0.3%

0.8%

0.0%

12.4%

0.0%

8.3%

3.4%

1

2

3

4

4

6

7

8

9

10

11

12

13

13

15

16

17

18

介護保険料
基準月額(円)

順位 増減(円) 伸び率

第７期 第７期−第６期

介護保険料所得段階 保険料率
保険料(円)

月額 年額

1,688,474,571円

96.5%

26,511人

66,000円

5,500円

33,0002,7500.50

49,5004,1250.75

49,5004,1250.75

59,4004,9500.90

66,0005,5001.00

79,2006,6001.20

85,8007,1501.30

99,0008,2501.50

112,2009,3501.70

【第１段階】
生活保護受給者/老齢福祉年金
受給者
前年の本人の課税年金収入額と
合計所得金額の合計が80万円
以下

【第２段階】

前年の本人の課税年金収入額と

合計所得金額の合計が80万円

超120万円以下

【第３段階】

前年の本人の課税年金収入額と合計

所得金額の合計が120万円を超える

【第６段階】

本人の合計所得金額が120万円未満

【第９段階】

本人の合計所得金額が300万円以上

【第４段階】

前年の本人の課税年金収入額と合計

所得金額の合計が80万円以下

【第７段階】

本人の合計所得金額が120万円以上

200万円未満

【第８段階】

本人の合計所得金額が200万円以上

300万円未満

【第５段階（基準額）】

前年の本人の課税年金収入額と合計

所得金額の合計が80万円を超える

世
帯
全
員
住
民
税
非
課
税

本
人
が
市
民
税
非
課
税

本
人
が
市
民
税
課
税

世
帯
課
税

※県平均は、各市の保険料×各市の保険者数

　を各市の保険者数の合計で除したもの

介護保険の財源

国の負担
25%

65 歳以上の
保険料
23%

40〜64 歳の
保険料
27%市の負担

12.5%

県の負担
12.5%

公費
50%

保険料
50%

※第7期中（3年間の累積者数）
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支えあえる地域活動と高齢者の自立支援・重度化防止の取り組み

重点目標
１．地域生活を支える協働による地域づくり

２．在宅で安心できる介護・福祉の提供体制を推進する

３．自立支援・介護予防を推進し重度化を防止する

竹田市地域包括支援センター(つるかめ)の体制整備や機能の充実を推進し、竹田市社会福祉協議会と

ともに推進する「よっちはなそう会」やその他関係機関との連携を図り、横断的・一体的に支えあうしく

みづくりを目指していきます。

地域包括ケア推進に

向けた事業

配食や、はり・灸・あん摩など日常の支援サービスや見守り体制の整備、介護家族への支援、権利擁護な

ど、総合相談を活用し取り組むとともに、地域の支え合い、見守り、社会参加の場となる暮らしのサポー

トセンター等の活動を支援し共生社会の実現を目指します。
高齢者支援・福祉事業

温泉を活用した健康増進事業をはじめ食・運動など生活習慣の確立を図るとともに、一人一組織活動や

世代間交流などを通して社会参加・生きがいをもつ健康長寿を支援します。

健康づくり・生きが

いづくり事業

専門職との連携を活かしながら在宅生活を支援するサービス活用するとともに、介護予防を目指した自

主的な活動を推進・支援します。

介護予防・日常生活

支援総合事業

認知症予防や重症化防止の取り組みを強化するとともに、認知症初期集中支援チームによる受診支援
や早期対応を行い、在宅での生活の支援体制づくりを推進します。

認知症対策の事業

医療と介護の両方の支援を必要とする高齢者が、住みなれた地域で生活できるよう医療・介護の関係
機関が連携し、サービスが提供できる環境整備を推進します。

在宅医療と介護の
連携

介護サービスとともに、地域やさまざまな事業主体と連携しながら、多様な日常生活上の支援体制の充
実・強化及び高齢者の社会参加の推進を一体的に推進する支援体制づくりに取り組みます。

生活支援体制の整備

「竹田市住宅マスタープラン」に基づき、高齢者が安心して暮らし続けられる住まいや住まい方など、関
係部署と連携し住環境づくりの構築を図っていきます。

住まいの確保と施設
事業

災害時要援護者などの避難支援や高齢運転者の自主返納後の支援など、関係機関と連携し検討してい
きます。

防災・交通安全事業

各種研修の実施、介護保険サービス提供事業者への指導の充実を図り、介護認定の適正化、プランの
点検、医療情報を把握し、介護保険サービスの安定性・持続可能性の確保に努めていきます。

介護保険事業

第7期における各サービスの見込み量や給付費の推計や事業の目標値を設定し、適正な運営や給付費
の見直しにつなげていきます。

計画の評価・推進事業

第７期計画では、地域共生社会の実現に向けた包括的な地域づくりの取り組みを目指す目標

値を設定して、ＰＤＣＡ（ Plan 計画 / Do 実施 / Check 評価 /Action 改善）サイクルのしくみ

を確立し、施策と活動の見直しにつなげていきます。

【日常生活圏域】の考え方
地域包括ケアを充実させるために、従来市全体を単位としてサービスを整備してきました。日常生活

圏域の設定は「住民が日常生活を営んでいる地域として、地理的条件、人口、交通事情その他の社会的条
件、サービスの状況、その他の地域の特性を総合的に勘案して」行うこととされています。本市において
は、旧小学校区を基本に17の日常生活圏域を設定しています。

また、第7期においては、圏域（地区）ごとに住民が支え合いの担い手となり、高齢者が住みなれたと
ころで顔見知りの人に囲まれて生活できる体制整備を進めています。

※第6期計画では、およそ中学校区規模と捉え、7圏域を設定していましたが、17地区での話し合いの場「よっちはなそう
会」や各種懇談会の取り組みなど地域の実態を踏まえ、平成29年度から17生活圏域を設定しました。

竹
田

岡
本

明
治

豊
岡

東部地域

玉
来

松
本

菅
生

西部地域

入
田

嫗
岳

宮
砥

南部地域

久
住

白
丹

都
野

久住地域

宮
城

城
原

北部地域

荻

荻地域

直
入

直入地域

日常生活圏域を市内17地区（旧小学校区）に設定

＜第7期における事業の取り組み＞
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名水、高原、ヒトの愛−

竹田市が育む、たおやかで滋味深い作物たち。

材料（２人分） 作り方

・ウズラ卵 ............................10個
・ミニトマト ......................200ｇ
・赤唐辛子 .............................１本

 ピクルス液  

・ピクルススパイス
　 ..................................小さじ２
　　　　　　　　　　　　（※1）

・ローリエ .........................１枚
・水...................................200cc
・寿司酢 .........................200cc

（※1） なければ、ローリエ、クロー
ブ、マスタードシードなどを適量

①鍋にピクルス液を入れて、沸騰直前で火を止め
て冷ましておく。

②沸騰した湯に、塩とウズラ卵を入れて茹でる。
茹でたら殻をむく。

③ミニトマトはヘタ付きのままよく洗って、水気
を取っておく。

④容器に①、②、③と赤唐辛子を入れて冷蔵庫で
保存。半日ほどしたら、いただけます。

「竹田うまれ」…竹田で育まれた７種類の作物を紹介　https://www.city.taketa.oita.jp/taketaumare/

竹田ミニトマトと

　ウズラ卵のピクルス

第11回　ミニトマト

栄
養
価
が
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま

っ
た
竹
田
ミ
ニ
ト
マ
ト

に
は
、
リ
コ
ピ
ン
や
β

カ
ロ
テ

ン
な
ど
、
肌
を
健
や
か
に
導
く

と
い
わ
れ
る
成
分
が
豊
富
に
含

ま
れ
て
い
る
。
サ
ラ
ダ
で
パ
ク

リ
と
い
た
だ
く
の
が
王
道
だ
け

ど
、
お
酢
に
つ
け
て
ピ
ク
ル
ス

に
す
る
と
あ
ら
不
思
議
、
な
ん

と
も
香
ば
し
い
美
味
し
さ
に
。

日
持
ち
も
す
る
か
ら
毎
日
少
し

ず
つ
食
卓
に
、
そ
し
て
身
体
に
、

潤
い
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
。

前
回
、
竹
田
市
も
こ
れ
か
ら
新
電

力
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
を
お
伝
え

し
ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
電
力

事
業
に
取
り
組
む
自
治
体
が
増
え

て
い
る
の
か
気
に
な
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
回
は

自
治
体
新
電
力
に
つ
い
て
少
し
説
明

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

 

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

２
０
１
６
年
4
月
に
電
力
の
小
売

部
門
が
完
全
に
自
由
化
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
も
工
場
や
大
型
事
業
所
な

ど
の
高
圧
部
門
は
自
由
化
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
商
店
や
家
庭
向
け
の
電

力
販
売
も
自
由
化
さ
れ
、
こ
れ
を
契

機
に
地
域
に
特
化
し
た
新
電
力
会
社

が
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
地
域
新
電
力
事
業
会

社
は
、
雇
用
創
出
や
サ
ー
ビ
ス
を
通

し
た
地
域
課
題
の
解
決
を
実
現
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
治
体

が
出
資
す
る
自
治
体
新
電
力
会
社
も

各
地
に
続
々
と
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
自
治
体
は
電
力
の
大
口
需
要
家
で

あ
る
公
共
施
設
を
多
数
有
す
る
こ
と

か
ら
、
経
営
が
よ
り
早
く
安
定
化
す

る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
）

新
電
力
事
業
に
出
資
し
て
い
る
自

治
体
で
有
名
な
と
こ
ろ
は
、
鳥
取
県

鳥
取
市
、
福
岡
県
み
や
ま
市
、
奈
良

県
生
駒
市
、
鹿
児
島
県
日
置
市
な
ど

が
あ
り
、
昨
年
か
ら
ま
ち
づ
く
り
た

け
た
㈱
が
提
携
す
る
み
や
ま
市
の
み

や
ま
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
は
、

設
立
し
た
時
期
が
早
か
っ
た
こ
と
や

そ
の
革
新
的
な
事
業
内
容
か
ら
自
治

体
新
電
力
会
社
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
電
力
会
社
に
は
、
営
業
、
電
気

の
需
給
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
企
画
、
広

報
な
ど
多
く
の
重
要
な
業
務
が
あ
る

の
で
す
が
、
み
や
ま
ス
マ
ー
ト
エ
ネ

ル
ギ
ー
㈱
は
そ
れ
ら
の
全
て
を
自
社

で
行
い
な
が
ら
事
業
を
拡
大
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
素
晴
ら
し
い
点
で
す
。

竹
田
市
も
、
将
来
は
こ
れ
ら
の
業

務
全
て
を
内
製
化
し
て
少
し
で
も
地

域
雇
用
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
㈱

☎
64-

０
１
７
５

地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

　
　
　
　 

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
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3 憲法記念日

・2018中九州高校野球フェスティ
　バル（～5日まで） 9:30～（竹田市
　民球場・緒方やまびこ球場・おお
　の球場ほか）
・第30回大野川源流祭り
　10:00-15:00（陽目の里キャンピ
　ングパーク・荻町陽目）
・祖母山山開き 11:30～山頂祭（安
　全祈願祭）終了後バンダナ配布
　（祖母山山頂） ※少雨決行

4 みどりの日 5 こどもの日

・「竹の子ひろば」竣工式 9:00～
　（竹田市総合文化ホール建設
　場所隣）
・殉空之碑追悼法要 10:00～　
　（殉空之碑前広場・竹田市平田
　6137）
・こどもの日のおはなし会
　10:30-11:00（ 竹田市立図書館
　多目的室）

10
・竹田温泉 ｢花水月｣ 休館日

11
・健幸運動教室 13:30-15:30（竹
　田市 B&G 直入海洋センター）
　☎75-3688 （竹田市保険健康
　課温泉利用相談室）
・第52回九州高校女子ソフトボ
　ール選手権大会開会式
　17:00～（久住公民館くじゅう
　サンホール）

12
･ 第52回九州高校女子ソフト

　ボール選手権大会  8:30～（竹
　田市総合運動公園市民球場､
　多目的広場､ 飛田川野球場）
･ 豊肥家畜市場〔子牛〕 9:30～

　せり開始（豊後豊肥家畜市場）

17
･ 竹田温泉 ｢花水月｣ 休館日
･ こころの健康相談 13:30-15:30

　（荻支所） ☎63-3346（竹田市心
　の相談支援事業所） ※要予約
　（相談日の前日午前中まで）
･ 精神保健福祉相談 14:00-16:00

　（大分県豊肥保健所） ☎0974-
　22-0162（豊肥保健所）
　※要予約

18
・ 平成30年度竹田市高齢者大
　 学開講式 10:00～（竹田市総
　合社会福祉センター多目的
　ホール）
・健幸運動教室 13:30-15:30（竹
　田市 B&G 直入海洋センター）
　☎75-3688（竹田市保険健康
　課温泉利用相談室）

19
･ 県民すこやかスポーツ祭「第

　10回竹田スポレク杯グラウ
　ンド・ゴルフ大会」 8:15～受
　付（竹田市総合運動公園）
　※参加料300円
･ 冥加訓講座「現在の生活に通

　じる冥加訓」 13:30～（竹田創生
　館） ※参加料無料 ☎62-4100
　（竹田創生館）

24
･ 竹田温泉 ｢花水月｣ 休館日
･ 大分県交通事故巡回相談

　10:00-15:00（大分県豊肥振興局）
　☎63-1171（豊肥振興局） ※要予約
･ 3歳児健診 13:00～受付 （竹田市総

　合社会福祉センター）
･ こころの健康相談 13:30-15:30（久

　住保健センター） ☎63-3346 （竹
　田市心の相談支援事業所）
　※要予約（相談日の前日午前中ま
　で）

25
・献血 10:00-16:00（竹田市総合
　社会福祉センター）※11:15- 
　12:30の間は行っていません
・健幸運動教室 13:30-15:30（竹
　田市 B&G 直入海洋センター）
　☎75-3688（竹田市保険健康
　課温泉利用相談室）

26
･ 第32回久住高原クロスカント

　 リ ー 大会 8:20～ 開会式 12:30
　終了予定（久住町南登山口 ｢日
　本一のマラソン練習コース｣）
･ 廣瀬武夫生誕150年祭「廣瀬武

　夫からの絵はがき」集出版記念
　会 18:30～（ホテル岩城屋）
　☎63-3161（竹田商工会議所内
　事務局）

31
･ 竹田温泉 ｢花水月｣ 休館日

【納期限】 軽自動車税（全期）､ 国
民健康保険税（2期）

よりそいカフェに参加
しませんか

【竹田】

・５月11日・25日㈮ 13：30-15：30
　古町商栄会

【荻】

・５月８日・22日㈫ 13：00-15：00
　荻「しらみず」

【久住】

・５月８日㈫・24日㈭ 13：00-15：00
　久住「りんどう」

【直入】

・５月11日・25日㈮ 13：00-15：00
　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】

・５月10日・17日㈭ 13：00-15：00
　出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】

・５月９日㈬ 13：00-15：00
　入田分館
・５月15日㈫ 13：00-15：00
　嫗岳分館
・５月23日㈬ 13：00-15：00
　宮砥分館

【都野】

・５月２日㈬ 13：30-15：30
　くたみたきのう館
・５月19日㈯ 13：30-15：30
　グループホームくたみのもり

よりそいカフェは認知症の人
やその家族、地域の住民らが
気軽に交流できる場所です。

地区巡回健診が始まります！

５月29日㈫ 荻福祉健康エリア

５月31日㈭ 荻福祉健康エリア

６月 １日㈮ 荻福祉健康エリア

６月 ３日㈰ 竹田南部中学校

６月 ４日㈪ 荻福祉健康エリア

６月 ５日㈫ 菅生分館

６月 ６日㈬ 宮砥分館

６月 ８日㈮ 旧岡本小学校

※受付時間はいずれも午前８時
～10時

がん患者交流会「ぴぉ～ね」に参加しませんか
がん患者交流会「ぴぉ～ね」は、がん患者やその家族、サポ

ーターががん体験を分かち合い、お互いに励ましあえる、そんな
サロンです。どこに住んでいても、どこの病院にかかっていても
参加できます。ホッと一息つける「ぴぉ～ね」に参加してみませ
んか？
日　時　５月 13 日㈰　午前 10 時～ 12 時
場　所　豊肥保健所１階会議室

６月１日～７日は HIV（エイズ）検査普及週間です
豊肥保健所では、この週間に合わせてHIV夜間検査を６月１日

㈮に実施します。HIV（エイズ）は誰もがかかる可能性のある身近
な病気です。予防のためにも検査を受けましょう。
日　時　６月１日㈮　午後５時～７時　
場　所　豊肥保健所
・無料、匿名で受けることができます。
・検査にかかる時間は１時間程度です。
・事前予約制ですので、検査を希望される方は５月 31 日㈭まで
　に予約をお願いします。

【行政なんでも相談所】※久住については4名の相談委員が受け付けます

地域 相談日 時　間 開　催　場　所
竹田

5月17日㈭
10：00

～12：00

竹田市総合社会福祉センター 相談室 
荻 荻公民館　幼児室

久住 5月16日㈬ 久住公民館　健康相談室
直入 5月17日㈭ 直入支所　小会議室 

※行政相談なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで
　「困ったら一人で悩まず行政相談！」

〔竹田〕阿南　　茂  ☎67-2608　〔 荻 〕佐藤　孝幸  ☎68-3510
〔久住〕本郷　俊一  ☎76-1304　〔直入〕児玉　龍明  ☎75-2426

問大分県豊肥保健所地域保健課　☎0974-22-0162

広報たけた平成 30 年 5 月号 14

５月

木 THU 金 FRI 土 SAT 2018年（平成30年）

　 こ よ み



1
【納期限】固定資産税（全納・1期）、国民健康

保険税（全納・1期）
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市立図
　書館おはなしひろば）
・第５回竹田市農業委員会総会 13:30～（市
　役所本庁３階会議室５）
・こころの健康相談 13:30-15:30（直入支所）
　☎63-3346（竹田市心の相談支援事業所） 
　※要予約（相談日の前日午前中まで）
・健幸運動教室 13:30-15:30（竹田市 B&G 直
　入海洋センター）☎75-3688（竹田市保険
　健康課温泉利用相談室）
・第36回久住山岳滑翔大会 ～４㈮まで（久
　住滑空場・中部牧野〔久住町白丹〕）

2
・水の駅おづる休業日

6
・郷土の自然に親しみ植物を観
　察する会「由布市男池周辺」 
　8:00までに市役所駐車場集合 
　 ※参加料1,000円 ☎62-4100
　（竹田創生館）

7
・荻の里温泉休館日

8
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
　田市立図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:30（竹田
　市 B&G 直入海洋センター）
　☎75-3688（竹田市保険健康課
　温泉利用相談室）
・能楽講座「初めての能・狂言ワー
　クショップ 18:30～（竹田分館）
　※参加料1,000円、学生500円
　☎62-4100（竹田創生館）

9
・陽目の里 ｢名水茶屋｣ 休業日

13
・第52回九州高校女子ソフトボ
　ール選手権大会 8:30～（竹田市
　総合運動公園市民球場､ 多目的
　広場､ 飛田川野球場）

14
・温泉療養文化館 ｢ 御前湯 ｣　
　臨時休業

15
・温泉療養文化館 ｢ 御前湯 ｣　
　臨時休業
・おはなしひろば 10:30-11:00
　（竹田市立図書館おはなしひ
　ろば）

16
･ 温泉療養文化館 ｢御前湯｣ 休館日
･ 長湯おんせん市場休業日
･ 陽目の里 ｢名水茶屋｣ 休業日
･ 年金相談 [ 完全予約制 ]10:00-15:00

　（竹田市高齢者いきいき交流セン
　ター） ☎097-552-1211（日本年金
　機構大分年金事務所）
･ 大分県行政書士無料相談会 13:00-

　16:00（大分県行政書士会〔大分市〕） 
　☎097-537-7089（大分県行政書士
　会事務局）

20
・県民すこやかスポーツ祭「石楠花とつつ
　じの里散策ウォーク」 8:30～受付（旧温見
　小学校跡） ※参加料300円（子ども100円）
・県民すこやかスポーツ祭 「親子3世代レ
　クリエーションゲーム大会」 8:45～受付
　（竹田市総合運動公園陸上競技場）
　※参加料200円
・地質観察会「くじゅう山の火山活動に関
　わる温泉、冷鉱泉、噴気～長湯温泉を中
　心として～」 9:30までに市役所駐車場に
　集合 ※参加料1,000円 ☎62-4100（竹田創
　生館）

21
･ 荻の里温泉休館日
･ 豊肥家畜市場〔成牛〕 9:30～せり

　開始（豊後豊肥家畜市場）
･ 里親募集説明会 14:00-16:00（市役

　所本庁3階会議室5）
･ 第40回大分合同新聞社旗争奪竹

　田地域町内対抗ナイターソフトボー
　ル大会 18:30～開会式（竹田市総
　合運動公園多目的広場､ 雨天時は
　竹田市総合社会福祉センター）

22
･ おはなしひろば 10:30-11:00（竹

　田市立図書館おはなしひろば）
･ こころの健康相談 13:30-15:30　

　（竹田市総合社会福祉センター）
☎63-3346（竹田市心の相談支援

　事業所）※要予約（相談日の前日
　午前中まで）
･ 健幸運動教室 13:30-15:30（ 竹田

　市 B&G 直入海洋センター）
☎75-3688（竹田市保険健康課温

　泉利用相談室）

23
･ 陽目の里 ｢名水茶屋｣ 休業日
･ ９～10か月児健診 13:15～受付

　（竹田市総合社会福祉センター）

27
･ 廣瀬武夫生誕150年祭 10:00～

　 神事 ･ 式典 /11:30～ 陸上自衛
　隊西部方面音楽隊ミニコンサ
　ート（廣瀬神社）/13:30～記念
　講演会（竹田商工会議所2階ホ
　ール）☎63-3161（竹田商工会
　議所内事務局）

28 29
･ おはなしひろば 10:30-11:00

　（竹田市立図書館おはなしひ
　ろば）
･ 健幸運動教室 13:30-15:30（竹

　田市 B&G 直入海洋センター）
　☎75-3688（竹田市保険健康課
　温泉利用相談室）

30
･ 陽目の里 ｢名水茶屋｣ 休業日
･ 第36回ゴミフ大会 竹田地区

　8:50～（竹田市総合運動公園）
　/ 豊岡地区 8:50～（飛田川野球
　場）/ 玉来地区（各自治会ごと）
･ 運動フェスタ 13:00-15:30（竹

　田市 B&G 直入海洋センター）
　☎75-3688（竹田市保険健康
　課温泉利用相談室）

今年度の自動車税の納期限は
５月31日㈭です。
忘れずに納めましょう。
○自動車税は、４月１日現在の登録上の

所有者（割賦販売の場合は使用者）に
課税されます。

○納付が納期限を過ぎた場合は、延滞金
が加算されます。

問大分県豊後大野県税事務所
☎0974-22-7501

平成 30 年工業統計調査にご協力を！

◯平成30年工業統計調査は、従業者４人以上の全ての製造事業
所を対象に６月１日時点で実施されます。

◯工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかにする
ことを目的とする調査で、調査の結果は中小企業施策や地域
振興など、国及び地域行政施策のための基礎資料として利活
用されます。

◯調査の趣旨・必要性をご理解いただき、回答への協力をお願
いします。

経済産業省・大分県・竹田市

　
　
　

月
間
・
そ
の
他

○不正大麻・けし撲滅運動
　（５/１～６/30）
○憲法週間（５/１～７）
○人権擁護委員の日
　（６/１）
○ HIV（エイズ）検査普及週間
　（６/１～７）
○歯と口の健康週間
　（６/４～10）

2018年6月上旬の主な予定　※４月23日現在

１日㈮ ・県民防災アクションデー
 （県下一斉避難行動訓練）
 9：30に市内一斉サイレン吹鳴

　　　 ・人権特設なんでも相談所
 10：00-15：00（竹田市総合社会福祉センター・
 荻福祉健康エリア・久住公民館・直入公民館）

３日㈰ ・第66回くじゅう山開き
 10：00～山頂祭
 10：30頃～記念ペナント配布（大船山山頂）
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竹 田 市 の　 こ よ みたけたんカレンダー

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

 農業委員会事務局からのお知らせ  ・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月 15 日です（15 日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。　問竹田市農業委員会事務局　☎ 63-4815



  

年　

金

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
制
度

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ

て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
の

方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た

め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）
、
短
期

大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修
業
年

限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在
学

す
る
学
生
等
で
、
ご
本
人
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が

条
件
で
す
。

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り

ま
す
が
、
承
認
を
受
け
た
次
の
年
度

も
在
学
予
定
で
、
引
き
続
き
学
生
納

付
特
例
制
度
を
ご
希
望
の
場
合
は
、

４
月
初
め
に
送
ら
れ
て
く
る
再
申

請
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

問
大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
９
７-

５
５
２-

１
２
１
１

  

税　

金

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
を

忘
れ
ず
に

市
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
療
育
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か
の
手
帳

を
お
持
ち
の
方
に
対
し
て
軽
自
動
車

税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
減
免
を

ご
希
望
の
方
は
、
減
免
申
請
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

障
害
者
手

帳
等
、
印
鑑
、
運
転
免
許
証
、
車
検

証
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
番
号
が
わ
か
る
書
類

申
請
期
限　

５
月
31
日
㈭

申
請
場
所　

竹
田
市
税
務
課
及
び

各
支
所
地
域
振
興
課

※
障
が
い
の
内
容
等
に
よ
っ
て
は
、

減
免
に
該
当
し
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

※
障
が
い
の
あ
る
方
と
運
転
す
る

方
が
異
な
る
場
合
な
ど
は
別
途
書

類
が
必
要
で
す
。
書
類
の
準
備
に

時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
目
に
問
い
合
わ
せ
を

お
願
い
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
減
免
の
適
用
を
受

け
た
方
に
対
し
て
、
平
成
29
年
12
月

に
現
況
届
出
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
す
で
に
現
況
届
出
書
を
提
出
さ

れ
た
方
は
、
新
た
に
減
免
の
申
請
を

行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
、
公
益
の
た
め
に
使
用
す

る
軽
自
動
車
や
、
車
体
の
構
造
が
身

体
障
が
い
者
等
専
用
の
軽
自
動
車

（
車
い
す
用
リ
フ
ト
付
き
な
ど
）
に

対
す
る
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
竹
田
市
税

務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
税
務
課
課
税
係

☎
63-

１
１
１
１
（
内
線
１
２
６
）

  

保
健
・
福
祉

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的

障
害
者
相
談
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障
害

者
相
談
員
は
、
市
か
ら
の
委
託
に
よ

り
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
補
装
具
や

税
金
、
年
金
、
手
当
等
の
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
身
体
障
害
者
相
談
員

加
藤　

孝
介　

☎
62-

２
５
２
２

川
浪　

昭
磨　

☎
62-

３
７
０
８

佐
藤　

一
夫　

☎
68-

３
０
９
４

大
久
保
實
雄　

☎
77-

２
７
７
１

吉
野　

英
明　

☎
75-

２
６
１
２

工
藤　

正
博　

☎
78-

１
１
０
０

◇
知
的
障
害
者
相
談
員

高
山　

由
美

☎
０
９
０-

５
３
８
４-

８
５
２
１

（
月
・
水
・
金
・
日　

対
応
可
）

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課
障
が
い
福

祉
係　

☎
63-

４
８
１
１

５月は「消費者月間」です

毎年５月は「消費者月間」として、消

費者、事業者、行政が一体となって消

費者問題に関する啓発・教育等の事業

を集中的に行っています。それぞれが

当事者として主体的に行動していた

だくよう、平成30年度の消費者月間で

は「ともに築こう　豊かな消費社会～

誰一人取り残さない～」を統一テーマ

に掲げています。

皆さんもこの機会に消費者問題に

ついて考えてみましょう。

問竹田市市民課窓口（竹田市消費生

活センター）☎63-4834　午前８時30

分～午後５時（月～金の平日のみ）

／大分県消費生活・男女共同参画プ

ラザ（アイネス）☎097-534-0999

５月は赤十字運動月間です

日本赤十字社の活動資金に

ご協力をお願いします

多くの市民の皆さんから日本赤十

字社にお寄せいただいている会費は、

災害や紛争による被災者や犠牲者な

どへの救護活動をはじめとしてさま

ざまな事業に活用されています。

５月の「赤十字運動月間」では、活動

資金をご寄付いただける方々の募集

を行っています。ご寄付に対しては税

制上の優遇措置のほか、表彰制度もあ

ります。特に20万円以上の高額寄付

者には、今年11月の「九州八県赤十字

大会（熊本県開催）」にて、有功章の授

与があります。

市民の皆さまのご理解とご協力を

お願いします。

問竹田市社会福祉課管理係

　☎63-4811
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在
宅
高
齢
者
の
住
宅
改
造
助
成
事
業

高
齢
者
及
び
高
齢
者
が
い
る
世

帯
で
、
住
宅
設
備
等
を
在
宅
高
齢
者

に
適
す
る
よ
う
改
造
す
る
た
め
に

か
か
っ
た
費
用
に
対
し
て
、
そ
の
経

費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

対
象
者　

次
の
項
目
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
世
帯
で
す
。
た
だ
し
、

⑴
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
世
帯
と
な
り
ま
す
。

⑴
①
要
介
護
認
定
に
お
い
て
、
要

支
援
・
要
介
護
と
認
定
さ
れ
た

在
宅
の
高
齢
者
が
い
る
世
帯　

②
75
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
が

い
る
世
帯

　

③
在
宅
高
齢
者
の
み
の
世
帯
（
年

齢
が
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
あ

る
こ
と
）

⑵
世
帯
員
が
市
内
に
住
所
を
有
す
る

こ
と

⑶
生
計
中
心
者
の
前
年
の
所
得
金

額
が
２
０
０
万
円
未
満
の
世
帯

対
象
と
な
る
工
事　

手
す
り
の
取

り
付
け
、
段
差
の
解
消
、
滑
り
防
止
、

扉
の
取
り
替
え
、
和
式
便
器
か
ら
洋

式
便
器
へ
の
取
り
替
え
等

補
助
率　

対
象
工
事
費
の
３
分
の

２
（
上
限
40
万
円
）

※
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、

上
限
額
26·
６
万
円

申
込
方
法　

６
月
８
日
㈮
ま
で
に

竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課
へ
必
要
書

類
（
申
請
書
・
個
別
調
書
・
見
積
書
・

現
場
見
取
図
・
現
況
写
真
・
納
税
証

明
書
（
完
納
証
明
書
）・
誓
約
書
）
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
事
前
着
工
不
可

問
竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保

険
係　

☎
63-

４
８
０
９

  

催　

し

廣
瀬
武
夫
生
誕
１
５
０
年
祭

竹
田
市
の
先
哲
、
廣
瀬
武
夫
が
慶

応
４
（
１
８
６
８
）
年
５
月
27
日
に
生

ま
れ
て
、
ち
ょ
う
ど
１
５
０
年
の
節

目
を
迎
え
ま
す
。

廣
瀬
武
夫
を
偲
び
、
記
念
講
演
会
や

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
日　

５
月
27
日
㈰

式
典
及
び
陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面

音
楽
隊
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

午
前
10
時
40
分
～
12
時
20
分
（
廣
瀬

神
社
境
内
）

記
念
講
演
会　

午
後
１
時
30
分
～

（
竹
田
商
工
会
議
所
２
階
ホ
ー
ル
）

※
講
師
は
第
26
代
海
上
幕
僚
長
の

古
庄
幸
一
さ
ん

※
ま
た
、
５
月
26
日
㈯
の
午
後
６
時

30
分
か
ら
ホ
テ
ル
岩
城
屋
で
、
日

本
近
代
文
学
研
究
家
の
笹
本
玲
央

奈
さ
ん
に
よ
り
編
纂
監
修
さ
れ
た

「
廣
瀬
武
夫
か
ら
の
絵
は
が
き
」
集

の
出
版
を
記
念
し
て
、
出
版
記
念

会
を
開
催
し
ま
す
。

※
参
加
費
３
０
０
０
円

問
廣
瀬
武
夫
生
誕
１
５
０
年
祭
事

業
実
行
委
員
会
事
務
局
（
竹
田
商

工
会
議
所
内
）
☎
63-

３
１
６
１

クリーンロード支援事業

道路美化活動を支援します

県では、県が管理する道路沿線の草刈りや花植
えなど、道路美化活動を行う自治会やボランティ
ア団体への支援を行っています。
○草刈り活動（美化事業）
　対　象　延べ面積 100 平方メートル以上の草刈り
　支援内容　 草刈り面積１平方メートル当たり８円　
　　　　　（交通規制が必要な箇所は 12 円）
　期　間　６月～ 10 月
○花植え等活動（支援事業）
　対　象　花植え、街路樹の落ち葉清掃、ガード
　　　　　レールの清掃等
　支援内容　 活動に必要な資材等（花の苗、肥料、　
　　　　　軍手、ゴミ袋等）の購入に要する費用
　　　　　※上限 10 万円以内
　期　間　通年
問大分県竹田土木事務所　☎63‒2108

公営住宅の入居者を募集します
１．公営住宅（24 戸）

地域 住　宅　名 戸数 備　考

竹田

玉来第 1 団地 ３ 単身可
玉来第 2 団地 ２ 単身可
下矢倉団地 ２ 世帯
七里団地 ２

※センターへ問い
合わせのこと

県営玉来住宅 １
県営下矢倉住宅 ３
県営豊岡住宅 ２ 単身可

荻
桜住宅（戸建） １ 世帯

桜住宅（3 階建） ４ 世帯
栄住宅 ２ 世帯

久住
桐迫住宅 １ 単身可

さくら住宅 1 35 歳以下の単身

２．特定公共賃貸住宅（４戸）

地域 住　宅　名 戸数 備　考

竹田 七里第 2 団地 B 棟 ４ 35 歳以下の単身

■申込方法

　竹田市住宅管理センター ( 竹田市建設課内 ) ま
たは各支所地域振興課に備え付けている入居申込
書に必要事項を記入のうえ、提出してください。
募集期間　５月７日㈪～15日㈫  ※土・日を除く
抽選日　５月18日㈮　午前10時～（市役所）
入居指定日　６月16日または７月１日（県営は７月１日）
※次回の募集月は 8 月です。詳細は大分県住宅供
給公社のホームページをご覧ください。
問竹田市住宅管理センター　☎63-4400
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憲
法
週
間
行
事

裁
判
員
体
験
ツ
ア
ー

憲
法
週
間
（
５
月
１
日
～
７
日
）

行
事
の
一
環
と
し
て
、
裁
判
員
体
験

ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

５
月
23
日
㈬　

午
後
２
時

～
３
時
15
分

場
所　

大
分
地
方
・
家
庭
裁
判
所

（
大
分
市
荷
揚
町
７-

15
）

募
集
人
数　

28
人
（
申
込
先
着
順
）

※
過
去
に
参
加
さ
れ
た
方
は
申
し

込
み
で
き
ま
せ
ん
。

※
当
日
報
道
機
関
な
ど
の
撮
影
や

取
材
が
入
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▪申
　

・
問
大
分
地
方
・
家
庭
裁
判
所

事
務
局
総
務
課
庶
務
係

☎
０
９
７-

５
３
２-

７
１
６
１

（
内
線
６
１
２
）

  

説
明
会
・
相
談
会
な
ど

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に

よ
り
家
庭
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な

い
子
ど
も
を
家
族
の
一
員
と
し
て
迎

え
、
あ
た
た
か
な
家
庭
で
愛
情
を
持
っ

て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
方
の
こ
と
で

す
。資

格
や
経
験
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

養
育
を
お
願
い
す
る
期
間
も
数
日
間

か
ら
数
年
間
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

県
で
は
、
広
く
里
親
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
次
の
日
程
で
里
親
募
集
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
関
心
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
21
日
㈪　

午
後
２
時

～
４
時

場
所　

竹
田
市
役
所
本
庁
３
階
第

５
会
議
室

問
大
分
県
中
央
児
童
相
談
所　

里

親
担
当　

☎
０
９
７-

５
４
４-

２
０
１
６

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

大
切
な
方
を
、
自
死
で
亡
く
さ

れ
た
ご
遺
族
の
心
の
ケ
ア
を
目
的

と
し
た
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

６
月
７
日
㈭　

午
後
２
時

～
４
時

場
所　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

参
加
料　

無
料
（
事
前
申
込
が
必

要
）

申
込
締
切　

５
月
31
日
㈭

▪申
　

・
問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
大

字
玉
沢
９
０
８
番
地
）

☎
０
９
７-

５
４
１-

６
２
９
０

防
災
管
理
新
規
講
習

日
時　

６
月
14
日
㈭

会
場　

大
分
県
教
育
会
館
（
大
分

市
大
字
下
郡
４
９
６-

38
）

受
付
期
間　

５
月
15
日
㈫
～
22
日
㈫

受
講
料　

６
５
０
０
円

定
員　

80
人

申
込
書
の
入
手
方
法

・
各
消
防
本
部
（
局
）

・
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

・
日
本
防
火
・
防
災
協
会
及
び
大

分
県
消
防
設
備
安
全
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

▪申
　

・
問
（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備

安
全
協
会
（
〒
８
７
０-

０
０
２
３

大
分
市
長
浜
町
２
丁
目
12-

10
昭

栄
ビ
ル
４
Ｆ
）　

☎
０
９
７-

５
３
７-

３
１
２
５

平
成
30
年
度

第
１
回 

猟
銃
等
初
心
者
講
習
会

猟
銃
も
し
く
は
空
気
銃
の
許
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
、
初
心
者
の
方

へ
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

５
月
26
日
㈯　

午
前
10
時

～
午
後
５
時
（
受
付
は
午
前
９
時

30
分
～
）

会
場　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
（
大
分
市

府
内
町
１-

５-

38
）

会
費　

６
８
０
０
円

受
付
期
間　

５
月
７
日
㈪
～
18
日
㈮

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時

～
午
後
５
時

受
付
場
所　

竹
田
警
察
署
生
活
安

全
課

竹田市指定ごみ袋包装紙（紙ラベル）

広告掲載事業者を募集します

平成30年度に市が作成する指定ごみ袋の包

装紙への企業広告を募集します。

募集期間　５月 18 日㈮まで

募 集 枠　２枠（１社あたり１枠で小枠と大

枠に掲載）※応募が２社以上の場合は抽選で

決定します。

広告掲載料　１ロール紙１枠当たり 0.6 円（消

費税含む）※今年度概算数

○ゴミ袋ロール作成数　90,640 ロール

○広告掲載料　54,384 円　　

応募資格　市内に本社、支店、事業所等のい

ずれかを置いている法人格を有するものであ

り、かつ、次のいずれにも該当しないもの

○市税等を滞納しているもの

○市が行う建設工事等の請負または物品の購

入もしくは製造の請負の指名競争入札につ

いて指名留保または指名停止措置を受けて

いるもの

○廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和

45年法律第137号）第７条第５項第４号に規

定するもの

○暴力団員による不当な行為の防止等に関す

る法律に抵触するもの

提出書類

○竹田市指定ごみ包装紙広告掲載申請書

○広告用掲載原稿（紙原稿及び電子データ）

○市税等完納証明書

○法人の概要を記載した書類（定款等）

問竹田市市民課環境衛生係　☎63-4821

家庭でゴミを焼却しないように

しましょう

一般家庭のごみを野外で焼却すると、煙や

煤
すす

、悪臭等により近隣の方に迷惑をかけるば

かりではなく、ダイオキシン等の有害物質が

大気中に排出され、環境や人体へ悪影響を及

ぼします。そのため、指定された方法以外で

のゴミの焼却は法律で禁止されており、違反

した場合は、厳しい罰則が課せられます。

家庭で出たゴミは焼却せず、適切に分別し

て定期収集に出してください。

問竹田市市民課環境衛生係　☎63-4821

（包装紙広告例）

竹田市

燃えるごみ大

小枠 小枠

大枠

大枠
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問
竹
田
警
察
署
生
活
安
全
課　

☎
63‒

２
１
３
１

  

募　

集

今
春
上
京
さ
れ
た
新
入
大
学

生
の
皆
さ
ま
へ

「
お
お
い
た
学
生
ネ
ッ
ト（
認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
大
分
県
学
生
交
流
等
協
力

支
援
協
会
）」
は
、
首
都
圏
で
勉
学
に

励
ま
れ
る
大
分
県
出
身
の
学
生
を
支

援
す
る
団
体
で
す
。

こ
の
度
、
上
京
し
て
間
も
な
い
大

学
生
の
新
生
活
を
応
援
す
べ
く
、
大

分
県
出
身
者
が
集
う
総
会
・
懇
親
会

で
仲
間
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
郷
土
料
理
や
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

在
京
大
分
県
人
会
総
会
・
懇
親
会

日
時　

５
月
20
日
㈰　

午
前
11
時

～
午
後
２
時

場
所　

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
品

川 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ 

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｓ 

１
Ｆ 

ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ウ
エ
ス
ト

会
費　

学
生
は
無
料

申
込　

お
お
い
た
学
生
ネ
ッ
ト
事

務
局
ま
で
メ
ー
ル
で
申
込

※
氏
名
・
出
身
市
町
村
・
出
身
高
校
・

大
学
学
部
と
、
未
成
年
の
飲
酒
防

止
の
た
め
、
20
歳
未
満
ま
た
は
20

歳
以
上
の
明
記
を
お
願
い
し
ま
す
。

o
ita

g
a

k
u

se
i@

o
ita

.z
a

q
.jp

問
お
お
い
た
学
生
ネ
ッ
ト
事
務
局

☎
０
９
０-

８
５
７
９-

３
７
８
４

（
担
当
・
梶
原
）

交
通
遺
児
育
英
会

奨
学
生
募
集

（
公
財
）
交
通
遺
児
育
英
会
で
は
、

保
護
者
等
が
道
路
に
お
け
る
交
通
事

故
で
死
亡
し
た
り
、
重
い
後
遺
障
害

で
働
け
な
い
な
ど
、
経
済
的
理
由
で

修
学
が
困
難
な
高
等
学
校
以
上
の
生

徒
・
学
生
を
対
象
と
し
た
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

○
奨
学
金
は
無
利
息

○
奨
学
金
は
月
額
２
万
～
10
万
円

○
入
学
一
時
金
貸
与
制
度
は
20
万

～
80
万
円
（
１
年
次
１
回
限
り
）

○
返
還
は
最
長
20
年

○
入
学
前
の
予
約
申
請
制
度
あ
り

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

：//w
w

w
.k

o
tsu

iji.co
m

）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
公
益
財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会

☎
０
３-

３
５
５
６-

０
７
７
３
（
直

通
）　

０
１
２
０-

５
２
１
２
８
６
（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）　

※
土
・
日
・
祝

日
等
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５

時
30
分

大好きな竹田の魅力を伝えませんか？

竹田市観光キャンペーンレディ大募集

県内に在住する18歳以上（平成30年4月1日現在）の、
自称竹田ファンの心身共に健康な女性で、特に竹田市
を愛し、主催者の指示で観光宣伝や公式行事に元気に
参加できる方を募集します。
■応募資格
⑴本年 7月1日から１年間、観光宣伝行事に参加できる方
⑵未成年の場合は親権者、勤務されている方は雇用主の

承諾を得た方
⑶高校生及び他のキャンペーンレディ等の任期中でない方
■応募方法
⑴所定の応募用紙１通を直接または郵送にて応募先に

提出してください。
⑵応募用紙の提出の日から起算し、３ヶ月以内に撮影

した全身及び顔写真を添付してください。写真の大
きさはサービスサイズとし、カラー・正面・無帽のも
のを使用し、裏には必ず住所・氏名を記入してくだ
さい。

■応募締切　６月７日㈭必着
■審　　査
⑴第一次審査は書類選考。最終審査（面接）は６月９日

㈯に竹田市内で行います。
　※別途、会場はお知らせします。
⑵審査時の服装は自由です。
⑶選出された方には、旅行券を贈呈します。
　※最終面接に残った方にも記念品を贈呈します。
⑷審査結果は後日、本人に郵送にて連絡します。

《個人情報の取り扱いについて》
応募された方の個人情報

に関して、本事業にのみ利用
する目的で収集するものであ
り、それ以外の目的に利用、
他に提供、開示することはあ
りません。また、収集した個
人情報は責任をもって適切
に取り扱い管理します。
問竹田市商工観光課
☎0974-63-4807

（〒 878-0011 大分県竹田市
大字会々 2250 番地 1）

→
現在、竹田市観光キャンペーンレディ
として活動している佐藤佑妃さん（右）
と渡邊美穂さん（左）　
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「
地
元
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

 

ふ
る
さ
と
求
人
情
報

①
４
ｔ
運
転
手 

１
人 

16
～
20
万
円

②
重
機
の
整
備
・
修
理 

１
人 

16
～

30
万
円 

③
養
鶏
作
業
員 

１
人 

17
・

６
万
円 

④
販
売
員 

１
人 

13
・
２
～

25
万
円 

⑤
保
育
教
諭 

２
人 

18
～

20
・
５
万
円 

⑥
調
理
、
加
工
、
接
客
、

配
送
員 

１
人 

16
～
25
万
円 

⑦
現
場

作
業
員 

２
人 

13
・
８
～
18
・
４
万

円 

⑧
一
般
事
務
員 

１
人 

13
・
５
～

14
・
５
万
円 

⑨
郵
便
外
務
員 

１
人

14
・
１
万
円 

⑩
営
業
職 

１
人 

14
・

６
～
21
万
円 

⑪
エ
リ
ア
調
理
師 

１

人 

25
万
円 

⑫
施
工
管
理
補
助 

１
人 

15
～
18
万
円

〔
パ
ー
ト
求
人
〕（
時
給
）

⑬
レ
ジ
係 

２
人 

８
０
０
円 

⑭
自

動
車
整
備
士 

１
人 

１
２
０
０
円 

⑮

ホ
ー
ル
・
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ッ
フ 

４

人 

８
０
０
～
１
０
０
０
円 

⑯
清
掃

員
及
び
雑
用
係 

１
人 

７
３
７
円 

⑰

パ
ッ
ク
詰
め
作
業
員 

２
人 

８
０
０

～
１
０
０
０
円 

⑱
指
導
員 

１
人 

７
３
７
円 

⑲
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー 

１

人 

１
０
２
０
円 

⑳
販
売
ス
タ
ッ
フ 

１
人 

７
８
０
円 

㉑
事
務
・
調
剤
補

助 

１
人 

７
５
０
～
８
０
０
円 

㉒
販

売
員 

４
人 

８
０
０
円 

㉓
配
送
員 

１

人 

９
０
０
円 

㉔
喫
茶
の
店
員 

１
人 

７
４
０
～
９
０
０
円

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

竹
田
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
63-
１
１
０
１

（急傾斜地崩壊
    危険箇所） （土石流危険区域） （地すべり危険箇所）（土石流危険区域）

（急傾斜地崩壊
    危険箇所）
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歯
と
口
の
健
康

第
58
回
図
画
ポ
ス
タ
ー
＆

第
３
回
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

歯
と
口
の
健
康
週
間
（
６
月
４
日

～
10
日
）
に
ち
な
ん
で
、
歯
科
保
健

の
普
及
・
向
上
を
図
り
、
む
し
歯
予

防
に
大
切
な
歯
科
衛
生
の
認
識
及

び
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

図
画
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
の
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

【
図
画
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
】

対
象　

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
に
通

う
幼
児
・
児
童
・
生
徒

６
／
４
～
10
は
歯
と
口
の
健
康
週
間

「
高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す

80
歳
で
20
本
の
自
分
の
歯
を
保

つ
こ
と
は
、
心
身
の
健
康
の
保
持
増

進
に
重
要
で
す
。
口
腔
の
健
康
の
重

要
性
を
啓
発
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
開
催
し
ま
す
。

対
象
者　

平
成
30
年
3
月
31
日
現

在
、
満
80
歳
以
上
（
昭
和
13
年
3
月

31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
自

分
の
歯
を
20
本
以
上
保
持
し
て
い

る
方

※
た
だ
し
、
以
前
に
本
コ
ン
ク
ー

ル
で
県
表
彰
さ
れ
た
方
を
除
く
。

コ
ン
ク
ー
ル
日
時　

６
月
８
日
㈮

募
集
期
間　

５
月
14
日
㈪
ま
で
に

各
幼
稚
園
、
学
校
に
提
出

【
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
】

対
象　

小
学
校
、
中
学
校
、
特
別

支
援
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒

募
集
期
間　

５
月
31
日
㈭
ま
で
に

大
分
県
歯
科
医
師
会
へ
提
出

※
作
品
規
格
・
応
募
方
法
等
詳
細

に
つ
い
て
は
、
各
幼
稚
園
、
学
校
に

配
布
し
て
い
る
実
施
要
項
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
一
般
社
団
法
人
大
分
県
歯
科
医
師

会　

☎
０
９
７-

５
４
５-

３
１
５
１

（
〒
８
７
０-

０
８
１
９　

大
分
市
王

子
新
町
６
番
１
号
）

午
後
１
時
～

申
込
締
切　

5
月
25
日
㈮

▪申
　

・
問
竹
田
市
保
険
健
康
課

☎
63-

４
８
１
０

  平成 30 年度の定期接種対象者は次の方です

65歳
昭和 28 年４月２日 ～
昭和 29 年４月１日生まれの方 85歳

昭和８年４月２日 ～
昭和９年４月１日生まれの方

70歳
昭和 23 年４月２日 ～
昭和 24 年４月１日生まれの方 90歳

昭和３年４月２日 ～
昭和４年４月１日生まれの方

75歳
昭和 18 年４月２日 ～
昭和 19 年４月１日生まれの方 95歳

大正 12 年４月２日 ～
大正 13 年４月１日生まれの方

80歳
昭和 13 年４月２日 ～
昭和 14 年４月１日生まれの方 100歳

大正７年４月２日 ～
大正８年４月１日生まれの方

60歳以上65歳未満
心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能のいずれかに身体障害者手帳 1 級相当の障害がある方

　※過去に肺炎球菌ワクチン（23 価）を接種したことがある方は対象になりません。

　◆接種費用　市の助成により 4,200 円  で接種できます。

◆市内協力医療機関　※必ず予約をお願いします。 ◆入院患者及びかかりつけ患者のみ実施している　

　医療機関

◆かかりつけ透析患者のみ実施している

　医療機関

※市外（県内）で接種する場合は、

高齢者肺炎球菌予防接種相互乗り入れ

協力医療機関で接種ができます。

問竹田市保険健康課　☎63‒4810

医療機関 電話番号

伊藤医院 ７５－２２２２
加藤内科医院 ６３－２００６
くどう循環器科・内科 ６３－２３０４
志賀内科 ６３－２０８３
秦医院 ６３－２２４６
柚須医院 ６３－２０１６
大久保病院 ６４－７７７７
久住加藤医院 ７６－０００８
佐藤医院（午前 8 時～ 12 時） ６８－２００５
竹田診療所 ６２－４０１４
道全内科 ６３－２２７０
みはら整形外科クリニック ６２－３８５０

医療機関 電話番号

加藤病院 ６３－２３３８
竹田医師会病院 ６３－３２４１

医療機関 電話番号

竹田クリニック ６４－９０００

高齢者肺炎球菌予防接種

↑昨年の「よい歯のコンクール」の表彰式
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「高齢者肺炎球菌予防定期接種の対象者は次の方です」ほか



小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

５／ ３㈭ 豊後大野市民病院
５／ ４㈮ 豊後大野市民病院
５／ ５㈯ 豊後大野市民病院
５／ ６㈰ 豊後大野市民病院
５／12㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
５／13㈰ 豊後大野市民病院
５／19㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
５／20㈰ みやわき小児科
５／26㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
５／27㈰ 豊後大野市民病院
６／ ２㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
６／ ３㈰ 豊後大野市民病院

※５/１～７はみやわき小児科は休診します。
問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230）／ 

　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00） 

診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる
場合があります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署

（☎ 63-0119）に電話でご確認ください。また、院外薬局が休
みの場合には、あらかじめ用意された約束処方となることがあ
ります。なお、毎月の当番表については、大分県豊肥保健所の
ホームページのお知らせ欄にも掲載しています。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

５／ ３㈭ まつもと歯科クリニック ☎ 62-2400
５／ ４㈮ 竹下歯科医院 ☎ 62-2662
５／ ５㈯ 歯科筑紫医院 ☎ 76-0024
５／ ６㈰ 長湯ごとう歯科 ☎ 75-3001
５／13㈰ 竹田市荻歯科診療所 ☎ 68-3263
５／20㈰ ふじさわ歯科医院 ☎ 64-1118
５／27㈰ 久住加藤医院　歯科診療部 ☎ 76-0008

　※診療時間　9：00
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。
　※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームペー 
　　ジでも確認することができます。

休日及び夜間の在宅当番医院

5 月の在宅当番医院

当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

 1㈫ 志賀内科 ☎63-2083 17㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

 2㈬ 佐藤医院 ☎68-2005 18㈮ 柚須医院 ☎63-2016

 3㈭ 大久保病院 ☎64-7777 19㈯ 大久保病院 ☎64-7777

 4㈮ 竹田医師会病院 ☎63-3241 20㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

 5㈯ 大久保病院 ☎64-7777 21㈪ 道全内科 ☎63-2270

 6㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 22㈫ 志賀内科 ☎63-2083

 7㈪ 道全内科 ☎63-2270 23㈬ 安西皮膚科 ☎63-3232

 8㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 24㈭ くどう循環器科・内科 ☎63-2304

 9㈬ 志賀内科 ☎63-2083 25㈮ 竹田クリニック ☎64-9000

10㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 26㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

11㈮ 伊藤医院 ☎75-2222 27㈰ 大久保病院 ☎64-7777

12㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 28㈪ 道全内科 ☎63-2270

13㈰ 大久保病院 ☎64-7777 29㈫ 志賀内科 ☎63-2083

14㈪ 道全内科 ☎63-2270 30㈬ 秦医院 ☎63-2246

15㈫ 志賀内科 ☎63-2083 31㈭ 柚須医院 ☎63-2016

16㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00
注意事項

・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもら
うようお願いします。

・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前
に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休

日当番病院を受診してください。
※当番医の情報については、変更になる場合があります。最新

の情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご
覧いただくか、竹田市消防署（☎ 63-0119）でも確認できます。

ひ
だ
ま
り
の
会
は
、
子
ど
も
た

ち
の
幸
せ
な
未
来
を
願
い
、
平
成

９
年
に
障
が
い
を
も
つ
お
子
さ
ん

と
そ
の
保
護
者
で
結
成
さ
れ
た
会

で
す
。
保
護
者
や
周
り
の
人
が
と

も
に
悩
ん
だ
り
、
学
習
し
た
り
し

て
20
年
が
経
ち
ま
し
た
。

会
で
は
、
多
く
の
方
に
活
動
を

知
り
、
会
員
に
な
っ
て
も
ら
お
う

と
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手

帳
を
お
持
ち
の
方
に
会
員
登
録
の

ご
案
内
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

主
に
、
隔
月
の
第
２
水
曜
日
の

定
例
会
の
ほ
か
、
会
員
相
互
の
親

睦
や
研
修
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

会
の
目
的
は
会
員
相
互
の
情
報

交
換
の
ほ
か
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
活
動
す
る
こ
と
で
す
。
会

員
さ
ん
の
中
に
は
自
立
支
援
協
議

会
の
委
員
・
地
域
生
活
支
援
部
会

委
員
と
し
て
活
動
を
さ
れ
て
い
る

方
も
い
ま
す
。

加
入
時
に
は
小
さ
か
っ
た
お
子

さ
ん
も
、
今
で
は
成
人
を
過
ぎ
た

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
保
護

者
の
方
も
歳
を
重
ね
ら
れ
て
お
り
、

自
身
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
に
お

子
さ
ん
に
係
る
影
響
を
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。

家
族
だ
け
で
悩
ま
ず
、
悩
み
を

会
で
共
有
す
る
こ
と
が
、
「
誰
も

が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
」

の
第
一
歩
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課

☎
63-

４
８
１
１

↑ひだまりの会の活動の様子

市民が主役！

健康一直線
第７回　障がい児をもつ親の会
　　　   ひだまりの会
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休日・夜間の在宅当番医院／市民が主役！健康一直線



↑審議会の倉野脩生副会長
から市長に意見書が手渡
されました

最
近
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ス
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
賑
わ
せ
て
い
る
話
題
。

「
そ
の
日
、
し
ず
く
さ
ん
は
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
を
つ
け
て
電
車
に

乗
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
突
然
老
人

た
ち
に
絡
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
老

人
３
人
に
席
を
譲
れ
と
散
々
言

わ
れ
、『
こ
の
マ
ー
ク
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？
』
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、

『
知
ら
な
い
け
ど
若
い
ん
だ
か
ら

年
寄
り
に
譲
れ
』
だ
そ
う
で
す
…
」

こ
の
プ
ラ
ス
と
ハ
ー
ト
マ
ー
ク

が
記
さ
れ
た
も
の
は
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
と
い
う
も
の
で
、
妊
娠
初
期
の

女
性
や
障
が
い
を
も
っ
て
い
る
人

な
ど
が
周
囲
の
援
助
を
必
要
と
し

て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
作

ら
れ
た
も
の
で
す
。
人
は
、
外
見

は
健
康
そ
う
に
見
え
て
も
思
わ
ぬ

障
が
い
を
も
っ
て
い
た
り
、
日
常

生
活
に
困
る
事
情
を
抱
え
て
い
た

り
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
よ
り

住
み
や
す
い
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
、
東
京
都
が
作
っ
た
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
で
数
年
前
か
ら
普
及
し

始
め
て
お
り
、
今
で
は
民
間
に
も

広
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
し
か

し
、
ま
だ
ま
だ
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
起
き
る
こ
と
自
体
、
福
祉
・

医
療
へ
の
理
解
、
啓
発
が
必
要

で
す
。

大
分
県
で
は
、
こ
の
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
は
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
し

て
、
各
市
町
村
に
配
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
体
で
啓
発
推
進
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら

は
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
施
設
や

駅
等
で
配
布
さ
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

実
際
に
困
り
が
あ
る
場
合
、

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
活
用
し
、
周

囲
の
人
に
知
ら
せ
る
こ
と
で
思

い
や
り
が
広
が
っ
て
い
く
住
み

や
す
い
街
に
な
る
よ
う
助
け
合
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
老
人
・
年
寄
り
の
表
記
に
つ
い

て
は
原
文
の
ま
ま
。

問
竹
田
市
生
涯
学
習
課

☎
63-

４
８
１
７

人
権

シリーズ　No.37

こころちゃん

ヘルプマーク　知っていますか？

カード（おもて面）

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
に
―

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

市
で
は
、
犯
罪
の
被
害
を
受
け
た
方

や
そ
の
家
族
・
遺
族
の
方
々
に
総
合
的

な
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
受
け
た

被
害
の
早
期
の
回
復
や
軽
減
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
竹
田
市
犯
罪
被

害
者
等
支
援
条
例
」
を
本
年
４
月
か
ら

施
行
し
ま
し
た
。

犯
罪
被
害
者
や
家
族
の
方
々
は
、
直

接
的
な
犯
罪
被
害
だ
け
で
は
な
く
、
周

囲
の
心
な
い
言
動
に
よ
っ
て
精
神
的
・

身
体
的
な
苦
し
み
を
抱
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
二
次
的
被
害
を
防
止
す
る

た
め
、
条
例
に
は
「
市
の
責
務
」
に
加
え

て
、
市
民
の
理
解
、
市
民
の
配
慮
、
市
民

の
協
力
を
「
市
民
の
責
務
」
と
し
て
掲

げ
て
い
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
国
や

県
の
取
り
組
み
と
連
携
し
な
が
ら
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
今
後
、
支
援
策

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

見
舞
金
制
度
を
創
設

　

犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ

た
方
の
遺
族
や
重
傷
病
を
負
っ
た
方

の
中
に
は
、
経
済
的
な
支
援
を
必
要
と

す
る
方
々
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
法

律
に
基
づ
く
国
の
制
度
で
は
必
要
な

と
き
に
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、
市
で
は
県
の

補
助
金
を
活
用
し
て
新
た
に
見
舞
金

制

度（
遺
族
見
舞
金
30
万
円
、重
傷
病

見
舞
金
10
万
円
）を
創
設
し
ま
し
た
。

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

「
人
権
特
設
な
ん
で
も

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す

金
銭
、
相
続
、
登
記
、
家
庭
内
や
隣

近
所
の
問
題
、
い
じ
め
、
名
誉
毀
損

な
ど
、
人
権
擁
護
委
員
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

日
時　

6
月
１
日
㈮　

午
前
10
時

～
午
後
３
時

場
所　

（
竹
田
会
場
）竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
／（
荻
会
場
）荻
福

祉
健
康
エ
リ
ア
／（
久
住
会
場
）久
住

公
民
館
／（
直
入
会
場
）直
入
公
民
館

問
竹
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
・

大
分
地
方
法
務
局
竹
田
支
局

☎
62-

２
３
１
５

↑犯罪被害等を受けた場合、一人で悩まずに上記窓口（秘
密厳守・相談無料）または竹田市人権・同和対策課

　☎ 63‒1111（内線 290）にご相談ください。

窓口名 電話番号 相談時間

大分
被害者支援センター

097-532-7711
※相談専用電話 平日 9 時～17 時

日本司法支援センター
法テラス

0570-079714
※ナビダイヤル

平日 9 時～ 21 時
土曜 9 時～17 時

法テラス大分 050-3383-5520 平日 9 時～17 時

おおいた性暴力
救援センター・すみれ

097-532-0330
※相談専用電話 平日 9 時～ 20 時

竹田市ケーブルネットワーク施設放送

番組審議会（井上隆会長）では、３月26日

に審議会を開催し、たけたケーブルテレビ

の番組内容等に対する意見を次のとおり

取りまとめ、３月29日、首藤市長に提出し

ました。

①平成 29 年度は「政策クローズアップ」

等の企画に取り組み、市の事業や政策、

市民の情報を細やかに伝えている。今後

は視聴者アンケー

トを実施し、市民

ニーズに合った番

組制作を望む。

②番組制作の民間

委託については委

託が可能か、番組

制作コスト等十分

に検討していただ

きたい。

市民ニーズに合った番組制作を
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ぼくたち・私たちの

学び舎

都
野
保
育
所
の
保
育
方
針
「
自
然

の
中
で　

心
や
さ
し
く　

た
く
ま
し

く　

自
立
心
を
育
て
る
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体
験
し
な
が

ら
養
護
と
教
育
の
面
か
ら
「
生
き
る

力
」
を
育
て
て
い
ま
す
。
都
野
保
育

所
の
運
営
を
継
承（
指
定
管
理
者
）
し

て
８
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
地

域
や
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
と
交
流
、
連

携
し
な
が
ら
共
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

園
児
数
も
今
で
は
８
年
前
に
比
べ
て

半
数
以
上
も
増
え
、
に
ぎ
や
か
な
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。
地
域
に
も
都
野

保
育
所
の
特
色
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

機
会
も
増
え
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
姿
が
地
域
に
発
信
で
き
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

の
可
能
性
を
引
き
出
す
た
め
に
も
体

操
教
室
・
か
き
か
た
教
室
・
英
語
ラ
ボ

教
室
・
和
太
鼓
活
動
な
ど
を
さ
ら
に
環

境
整
備
し
、
今
ま
で
以
上
に
専
門
性
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。
保

育
所
で
体
操
に
出
会
い
、
体
操
へ
の
興

味
や
関
心
が
高
ま
り
、
卒
園
し
て
か
ら

も
新
し
い
環
境
の
中
で
体
操
を
続
け

て
い
る
児
童
も
い
ま
す
。

昨
年
は
、
卒
園
児
が
小
学
生
の
九

州
大
会
で
好
成
績
を
収
め
、
全
国
大

会
へ
と
出
場
し
ま
し
た
。
保
育
所
で

の
体
操
と
の
出
会
い
が
可
能
性
や
選

択
肢
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、

保
護
者
の
方
か
ら
も
感
謝
と
激
励
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
で
き
る

環
境
や
可
能
性
を
引
き
出
し
て
い
く

こ
と
は
夢
や
目
標
を
持
つ
こ
と
の
第

一
歩
に
つ
な
が
る
こ
と
だ
と
考
え
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や
交
流
、
施

設
訪
問
を
通
し
て
そ
の
成
果
を
披
露
、

発
揮
で
き
る
場
所
を
つ
く
り
、
精
神

力
や
心
の
成
長
を
促
し
自
信
に
つ
な

げ
、
多
く
の
方
と
触
れ
合
う
こ
と
で

社
会
性
や
協
調
性
を
育
て
て
い
き
ま

す
。一

人
ひ
と
り
を
大
事
に
、
こ
の
広

大
な
大
自
然
を
大
い
に
活
用
し
、
安

心
し
て
妊
娠
、
出
産
し
子
育
て
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
今
後
の

保
育
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て
い
け
る

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
保
育
の
質

の
向
上
に
、
職
員
一
同
よ
り
一
層
に

励
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。今

後
と
も
都
野
保
育
所
へ
の
温
か

な
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

       

（
甲
斐
美
紀
）

地
域
と
と
も
に
子
育
て
支
援

　

～
生
き
る
力
を
育
て
る
～

今
月
の
学
び
舎
　

都
野
保
育
所  

「天領」下竹田

ま
る
ご
と
博
物
館

150

↑かきかた教室

↑第 8 回夕涼み会和太鼓演奏

↑南山荘訪問

↑マラソン大会

↑体操教室―跳び箱―

↑旧下竹田村役場跡（現在の藤目公民館）

江
戸
時
代
、
下
竹
田
は
幕
府
直

轄
領
（
俗
に
言
う
「
天
領
」）
だ
っ

た
期
間
が
長
い
。

ち
な
み
に
「
天
領
」
は
明
治
に

な
っ
て
か
ら
の
呼
び
名
で
、
江
戸

幕
府
で
の
正
式
名
は
御ご
り
ょ
う料（

御
領
）

で
あ
る
。

中
世
は
朽く

た

み網
郷
田
北
村
と
呼

ば
れ
、
大
友
氏
の
一
族
田
北
氏
が

地
頭
と
し
て
治
め
て
い
た
。

岡
藩
と
の
関
わ
り
は
無
い

か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
文

禄
３（
１
５
９
４
）
年
～
慶
長
５

（
１
６
０
０
）年
の
間
は
中
川
氏
が

支
配
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
府
内

藩
領
や
日
田
藩
領
、
亀
川
藩
領
を

経
て
、
高
松
陣
屋（
大
分
市
）
や
日

田
陣
屋
の
代
官
が
支
配
し
「
天
領
」

と
し
て
明
治
時
代
を
迎
え
た
。（
一

時
的
に
熊
本
藩
な
ど
の
預
か
り

地
と
な
っ
た
）

「
天
領
」
と
な
っ
た
の
は
12
ヶ
村

だ
っ
た
。（
井
手
野
、
名
子
山
、
釘

小
野
、
二
又
、
城
後
、
橘
木
（
以
上

上
田
北
）、
仲
村
、
須
郷
、
塩
手
、
山

浦
、
小
津
留
（
以
上
下
田
北
）、
石

合（
野
津
原
町
））
石
高
は
享
保
19

（
１
７
３
４
）年
の
記
録
に
よ
れ
ば

約
２
９
４
９
石
で
あ
る
。

下
竹
田
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
九
州
の
「
天
領
」
の

中
心
地
日
田
に
「
竹
田
村
」
が
あ
っ

た
の
で
、
こ
れ
に
ち
な
ん
で
明
治

22（
１
８
８
９
）
年
に
「
下
竹
田
村
」

と
称
し
た
こ
と
に
よ
る
。
昭
和
30

（
１
９
５
５
）
年
の
長
湯
町
と
の
合

併
に
よ
り
直
入
町
に
な
る
ま
で
続

い
た
。

「
天
領
」
に
は
幕
府
の
財
源
と
な

る
よ
う
交
通
・
商
業
の
要
衝
や
港

湾
、
鉱
山
な
ど
が
編
入
さ
れ
て
い

た
。下

竹
田
は
も
と
も
と
大
き
な

村
だ
っ
た
う
え
に
大
分
郡
と
直
入

郡
の
接
点
に
あ
り
、
両
郡
に
対
し

て
に
ら
み
が
き
く
統
治
上
の
要
地

だ
っ
た
。
ま
た
、
肥
後
街
道
に
も

隣
接
し
て
い
る
た
め
、
熊
本
藩
や

岡
藩
の
動
き
を
牽
制
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
こ
の
た
め
、「
天
領
」
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

   

（
馬
場
尚
登
）
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「ヴァージニア・リー・バートンの世界」
ギャラリーエークワッド [ 編 ]（小学館）

一般の本

児童書

「ちいさいおうち」「せいめいのれきし」の作者ヴァージニア・リー・バー

トンは、数多くの名作絵本を残し、世代を超えて愛されています。この本に

は「ちいさいおうち」の試作絵本の全ページをはじめ、テキスタイルのデザ

イン、秘蔵スケッチなど日本初公開の貴重な資料が満載です。素敵な絵がい

っぱいの楽しさあふれる一冊を、ぜひ手に取ってみてください。

「はじめてのはじまり」
中川ひろたか・ぶん　中野真典・え

（小学館）

いちにちのはじまり。いのちのは

じまり。きょうもいろいろなところ

でいろいろな「はじめて」がはじま

ります。「はじまりはいつもあたらし

い。いつもみずみずしい。いつもドキドキいつもワクワク。そし

てはじまりはいつも未来しかない」と作者の中川さんからのメッ

セージがありました。思わず図書館もそのようにありたいと思っ

てしまいました。迫力のある中野さんの絵も素晴らしいです！

郷土の本

「久住の四季 小澤昭子作品集」
小澤 昭子（大分合同新聞グループ）

竹田市出身の故小澤昭子さん。「いつ

か自分の歌集を出してみたい」といって

おられたそうです。この作品集は大分合

同新聞に投稿し、掲載された作品の中か

ら主に2000年以降のものを中心に集めら

れています。俳句や短歌、詩、そして「立ちばなし」に掲載さ

れた随筆が収められています。のびやかな久住の景色が浮かん

でくる作品をぜひご覧ください。

【一般書】
・雨と詩人と落花と［徳間書店］ 葉室　　麟

・青空と逃げる［中央公論新社］ 辻村　深月

・魔力の胎動［KADOKAWA］ 東野　圭吾

・九十八歳になった私［講談社］ 橋本　　治

・小屋を燃す［文芸春秋］ 南木　佳士

・99歳、ひとりを生きる。ケタ外れの好奇心で

　　　　　　　　　　　　　　　　［三笠書房］ 堀　文子

・世界史のなかの昭和史［平凡社］ 半藤　一利

・ハーバリウムーお手入れ不要、長く飾って楽しめる花の雑貨ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　［誠文堂新光社］

・新日本遺産（別冊太陽日本のこころ）［平凡社］

・ホロホロチョウのよる（四月と十月文庫２）

　　　　　　　　　　　　　　［港の人］ ミロコ　マチコ

【児童書】
・みんなのおばけずかん［講談社］ 斉藤　　洋

・こぶたくん［童話館出版］ ジーン・バン・ルーワン

・ねこすけくんなんじにねたん？［リーブル］

 さいとう　しのぶ

・ドクター・ヨッシーのほねほねザウルス恐竜博物館１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［岩崎書店］

 福井県立恐竜博物館

・都会のトム＆ソーヤ15［講談社］ はやみね　かおる

・フルーツポンチ［ニジノ絵本屋］ はらぺこめがね

・どんどん強くなるこども詰め将棋１［池田書店］

 中村　大地

 他250冊ほど入りました。

今
月
の
読
み
聞
か
せ

「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」

毎
週
火
曜
日
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

「
こ
ど
も
の
日
の
お
は
な
し
会
」

５
月
５
日
㈯
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

（
市
立
図
書
館
多
目
的
室
（
和
室
）
）

開
館
の
ご
案
内

【
竹
田
市
立
図
書
館
】

開
館
時
間

　午
前
10
時
〜
午
後
６
時

休

館

日

　月
曜
日
・
第
４
金
曜
日

【
荻
駅
交
流
館
図
書
室
】

開
館
時
間

　午
前
10
時
〜
午
後
６
時

休

館

日

　土
・
日
・
祝
日
等

【
久
住
図
書
室
・
直
入
図
書
室
】

開
館
時
間

　午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

休

館

日

　土
・
日
・
祝
日
等

司書

おすすめの

一冊

新図書館のコーナー紹介

「読書テラス」

図 書 館 に 行こう図 書 館 に 行こう

新
刊
の
ご
案
内

5  月

青葉茂る5月、さわやかな季節を迎えました。図書館もたくさんの本を揃えて、いろいろな特集コーナーも設けています。

この季節、ワクワク、ドキドキ、若葉のように胸がときめく本はいかがですか？連休も休まず開館！！だれでもいつでも楽しめ

る図書館へ出かけてみませんか！ご来館をお待ちしています。

窓際の読書コーナーのと

ころに大きなガラス戸があ

ります。そこを開けると道に

面した読書テラスがありま

す。机が 4 つに椅子が 2 個

ずつ並んでいます。ここで飲食はできませんが、自由に本

を読んだり、勉強をしたりできます。これからの季節は屋

外で過ごすのもちょうど良いかと思います。ぜひ、扉を開

けて、開放的な外のテラスで過ごしてみてください！

■竹 田 市 立 図 書 館　TEL & FAX  63-1048
■荻駅交流館図書室　TEL & FAX  68-2200

■久住図書室　TEL 76-0717   FAX 76-0724
■直入図書室　TEL 75-2211   FAX 75-2217
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市長コラム

〈第104 回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが 『 有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

公
共
施
設
の
整
備
と
そ
の
意
義

「
合
併
特
例
債
」
の
威
力
を
活
か
し
て

先
に
行
わ
れ
た
市
議
会
第
一
回
定
例
会
。
公
共
施

設
の
整
備
の
在
り
方
が
議
論
さ
れ
た
。
是
々
非
々
で

「
あ
る
べ
き
姿
と
タ
イ
ミ
ン
グ
」
が
焦
点
に
な
っ
た
。

ま
ず
、
久
住
校
の
こ
と
。
大
分
県
が
研
修
棟
を

3
億
円
で
建
て
、
竹
田
市
が
学
生
寮
を
約
4
億
円
で

建
て
る
と
い
う
構
想
に
つ
い
て
は
先
に
紹
介
し
た
と

お
り
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
て
久
住

校
は
単
独
校
と
し
て
来
年
度
か
ら
再
ス
タ
ー
ト
を

切
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
全
国
か
ら
生
徒
を
募

集
す
る
と
い
う
こ
と
も
決
定
し
た
。

し
か
し
、
い
く
ら
施
設
が
充
実
し
た
と
し
て
も
、

学
校
そ
の
も
の
に
魅
力
が
な
け
れ
ば
全
国
公
募
に

切
り
替
え
て
も
生
徒
は
集
ま
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

畜
産
を
学
ぶ
『
う
し
部
』
に
加
え
て
、
花
卉
栽
培
を
専

門
と
す
る
部
会
の
発
足
や
、
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
・
ベ

ー
コ
ン
な
ど
の
加
工
品
や
バ
タ
ー
・
チ
ー
ズ
な
ど
の

乳
製
品
、
そ
し
て
パ
ン
職
人
の
養
成
に
直
結
す
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
成
す
る
の
も
楽
し
み
だ
。
欲
を
言

え
ば
、
大
分
県
内
で
人
材
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
農
業
土
木
科
の
新
設
も
望
み
た
い
。

当
然
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
発
想
に
は
、
こ
れ
ま
で

15
年
間
に
わ
た
っ
て
熱
意
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
構
想
を
練
っ
て
き
た
歴
史
が
背
景
に
あ
る
。

何
は
と
も
あ
れ
、
念
願
の
農
業
高
校
が
誕
生
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
寮
の
建
設
に
、
旧
合
併
特
例
債

が
充
当
で
き
る
と
い
う
の
は
『
今
』
だ
け
の
チ
ャ
ン

ス
で
あ
っ
た
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ず
れ
た
な
ら
、

7
割
が
補
助
さ
れ
る
に
等
し
い
と
い
う
好
条
件
は

整
わ
ず
、
つ
ま
り
は
単
独
校
・
全
国
公
募
の
夢
は
断

た
れ
、
地
域
か
ら
高
校
が
消
滅
す
る
危
機
に
陥
っ
た

に
違
い
な
い
。

　
　
　

◆　
　
　
　

◆　
　
　
　

◆

も
う
ひ
と
つ
が
旧
歴
史
資
料
館
と
水
琴
館
の
再

生
、
そ
し
て
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
岡
城
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
の
併
設（
合
築
）構
想
の
実
践
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
建
設
費
用
の
確
保
と
そ
の
後
の
運
営

体
制
が
論
じ
ら
れ
た
。
幸
い
に
国
の
補
助
が
決
定
し
、

旧
合
併
特
例
債
の
充
当
が
実
現
し
た
。
こ
れ
ら
の
条

件
が
整
っ
た
か
ら
こ
そ
実
行
で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
だ
。

そ
れ
で
も
議
会
で
は
歴
史
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー（
歴

文
セ
ン
タ
ー
）の
設
計
で
揉
め
た
。

私
た
ち
は
設
計
を
担
当
す
る
隈
研
吾
建
築
都
市

設
計
事
務
所
と
の
協
議
を
重
ね
、
ま
た
地
元
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
基
本
設
計
を
練
り

上
げ
て
い
っ
た
。
当
然
な
が
ら
、
節
目
で
は
「
市
民
説

明
会
」
を
行
っ
て
意
見
交
換
を
重
ね
た
。

焦
点
と
な
っ
た
の
は
、
歴
文
セ
ン
タ
ー
と
そ
の
上

の
高
台
に
あ
る
国
指
定
史
跡
の
「
旧
竹
田
荘
」
と
「
画

聖
堂
」
と
の
連
動
性
。
ど
う
つ
な
ぐ
か
、
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
歴
史
資
料
館
を
見
学
し
た
人
た
ち
の

う
ち
、
田
能
村
竹
田
が
住
み
、
弟
子
や
友
人
た
ち
と

南
画
を
描
い
た
場
所
に
足
を
運
ん
で
い
た
の
は
、
わ

ず
か
2
割
。
最
大
の
課
題
は
長
い
階
段
を
歩
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
そ
れ
で
な
く

て
も
観
光
客
は
高
齢
化
が
著
し
い
。
敬
遠
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
高
台
の
施
設
を
積
極
的
に

利
活
用
し
て
き
た
田
能
村
竹
田
顕
彰
会
の
皆
さ
ん
や
、

お
茶
席
を
催
し
て
い
た
ご
婦
人
た
ち
か
ら
も
、「
も

っ
と
楽
に
近
寄
り
、
楽
し
め
る
方
法
が
な
い
も
の
か
」

と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

そ
こ
で
考
案
さ
れ
た
の
が
、
歴
文
セ
ン
タ
ー
と
高

台
を
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
つ
な
ぐ
と
い
う
手
法
で
あ
る
。

し
か
し
、
み
ん
な
が
気
に
し
て
い
る
の
は
『
景
観
の

こ
と
』。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
機
能
の
利
便
性
は
等
し
く

認
め
て
い
る
も
の
の
、
景
観
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
声
が
大
勢
。

さ
て
。
議
論
が
楽
し
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、
あ
る

有
識
者
の
発
言
が
気
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、「
市
民
の

皆
さ
ん
が
議
論
す
る
の
は
重
要
で
す
。
が
、
皆
さ
ん

は
田
能
村
竹
田
や
旧
竹
田
荘
の
価
値
を
本
当
に
理

解
し
て
い
ま
す
か
。
よ
く
足
を
運
ん
で
い
る
の
で
し

ょ
う
か
」
と
の
指
摘
。
さ
ら
に
、「
城
下
町
に
は
、
と
て

も
気
に
な
る
景
観
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

何
と
か
し
よ
う
と
い
う
市
民
運
動
は
な
い
の
で
す
か
」

と
も
。

内
外
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感

じ
て
い
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

←４月 14 日に開催された
城下町交流拠点施設の
市民説明会
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竹
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

新
た
に
９
人
が
竹
田
へ

平
成
30
年
度
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
委
嘱
式
が
４
月
２
日
、
市
役
所
本
庁

舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進

む
地
方
に
地
域
外
の
人
材
を
誘
致
し
そ
の
定
住
を
図
り
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
総
務
省
の
事
業
で
す
。

平
成
30
年
度
第
６
期
協
力
隊
員
と
し
て
の
採
用
は
９
人（
４
月
１
日
付
け
）。

地
域
活
性
化
に
熱
い
意
欲
を
持
つ
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
総
勢
39
人
の
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
①
前
住
所
地
　
②
勤
務
先（
担
当
業
務
）　
③
抱
負

三
み と

戸　淳
あ つ し

史 さん

①福岡県福岡市

②畜産振興室（畜産ヘルパー）

③第一印象は「本当に田舎で何もない場所やなぁ」

…ですが、竹田市の畜産業に魅力を感じ、死ぬま

で牛飼いをしようと決心しました。今後はさらに

畜産業を盛んにし、若い世代が竹田市へ移住して

もらえるように貢献していきたいです。

菊
きくむら

村　隆
たかふみ

史 さん

①宮崎県都城市

②文化政策課（グランツたけた）

③指揮者として活動してきたこれまでの経験と

ネットワークを生かしつつ、芸術音楽を通じて歴

史と文化の薫り高いまちづくりに携わっていきた

いと思います。

鈴
す ず き

木　陽
よう

介
すけ

 さん

①福岡県福岡市

②文化政策課（グランツたけた）

③いろいろと面白い活動が展開されている竹田の

まちで、新しい生活が送れることを楽しみにして

います。「グランツたけたが面白い！」と言われる

よう、多くのことに挑戦したいです。

潮
うしお

　皓
こう

平
へい

 さん

①大阪府茨木市

②久住さやか（ガラス工房）

③これまでガラス工房で制作活動を行ってきまし

た。その経験を生かし、久住のガラススタジオで

新しい活動に取り組みます。ガラスを通じて竹田

市に貢献できればと考えています。

川
かわかみ

上　裕
ゆ き こ

貴子 さん

①福岡県北九州市

②直入地域振興課（芸短竹田キャンパス内）

③学生時代に下竹田キャンパスでの交流会に参加

し、竹田は優しい方が多く、自然も豊かなところ

だと感じました。版画と人形の制作を考えていま

すが、ワークショップ等を通じ、皆さんと交流し

ていきたいと思います。

曺
ちょう

　武
むひょん

鉱 さん

①大阪府貝塚市

②畜産振興室（畜産ヘルパー）

③竹田市の大自然に囲まれ、ここで暮らす地域の方々

にさまざまな知恵を学びながら、畜産と農業に携わ

りたいという自分の夢に向かって頑張ります。

後
ご と う

藤　孝
こう

介
すけ

 さん

①埼玉県川口市

②商工観光課（竹田市観光ツーリズム協会）

③異国の地でも目に浮かぶ、ふるさと竹田をもっ

と世界の人たちに知ってほしい。焦らず、慌てず、

あきらめず竹田市を内外へＰＲしていきます。

菊
き く ち

池　徹
とおる

 さん

①東京都大田区

②企画情報課（内水面漁業）

③田舎暮らしに憧れただけの右も左も分からない

私に、竹田は人生のリスタートのチャンスを与え

てくれました。懸命に働いて技術を習得し、竹田

市に少しでも貢献したいです。

小
こ じ ま

島　聡
そう

太
た

 さん

①京都府京都市

②文化政策課（グランツたけた）

③新しいホールでの業務にワクワクします。「グラ

ンツたけた」が利用しやすく、何度も行きたくな

るホールになるように、市民の皆さんと協力しな

がら事業に取り組みます。

竹田市が全国に誇る

人
※平成 30 年４月１日現在 39

新しい風を地域に
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低
地
か
ら
低
山
地
の
渓け

い
り
ゅ
う
ぞ

流
沿
い

や
神
社
の
境け

い
だ
い内

な
ど
湿し

め

り
気け

の
あ

る
環

か
ん
き
ょ
う

境
で
生
育
す
る
高
さ
30
㌢
ほ

ど
の
多
年
草
で
す
。
よ
く
苔こ

け

の
生は

え
た
石
や
岩
場
の
上
で
見
ら
れ
ま

す
。長

い
葉よ

う
へ
い柄

の
あ
る
根こ

ん
せ
い生

葉よ
う

は

束そ
く
せ
い生

し
ま
す
。
形
は
長

ち
ょ
う
ら
ん
け
い

卵
形
で

欠け
っ
こ
く刻

（
切
れ
込
み
）
と
鋸き

ょ

し歯
が
あ

り
ま
す
。
表
面
に
は
長
い
毛
が
あ

り
、
葉
柄
と
裏り

面め
ん

に
腺せ

ん

毛も
う(

液
体
を

分ぶ
ん
ぴ
つ泌

す
る
毛)

が
あ
り
先
は
と
が

り
基き

ぶ部
は
心し

ん
け
い形

で
す
。
大
き
さ
は

長
さ
10
㌢
、
幅
が
７
㌢
ほ
ど
で
す
。

春
の
頃
、
腺
毛
が
あ
る
直
立
す

る
花か

茎け
い

に
、
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な

雪ゆ
き

の
結

け
っ
し
ょ
う

晶
を
連れ

ん
そ
う想

さ
せ
る
花か

弁べ
ん

で

羽う

状
じ
ょ
う

に
裂さ

け
た
赤せ

き

褐か
っ
し
ょ
く

色
の
径
６
㍉

ほ
ど
の
６
弁
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

花
弁
に
は
腺せ

ん
て
ん点

（
分
泌
物
を
た
め

た
小
さ
な
袋

ふ
く
ろ

）
が
あ
り
ま
す
。

和
名
の
由
来
は
葉
が
比
較
的

大
き
く
花
茎
を
含
め
、
花
の
姿
が

楽が

っ

き器
の
チ
ャ
ル
メ
ラ
に
似に

て
い
る

の
で
大

オ
オ
チ
ャ
ル
メ
ル
ソ
ウ

哨
吶
草
の
名
が
あ
り
ま
す
。

竹
田
で
は
河
川
沿
い
や
祖
母
山

系
や
く
じ
ゅ
う
山
系
の
山さ

ん
ろ
く麓

の
渓

流
沿
い
で
観
察
さ
れ
ま
す
。
花
期

は
４
月
か
ら
５
月
で
す
。

↑瓜生さんと黄色い謎の物体

謎の物体、現る !

まるで恐竜のタマゴのような不
思議な物体―。

直径10センチほどのプヨプヨし
た半透明の黄色い物体が、竹田市
直入町で理容室「とれびあん」を営
む瓜生薫さんの家の庭木に現れま
した！

３月に近所の人が発見したこの
物体。瓜生さんが昨年11月頃、庭
木のヤマボウシの切り株に木工ボ
ンドを塗り、
そのままに
していたと
ころ、で き
ていたそう
です。

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。
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